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解答・解説

解答:A　[不在時のアシスタント]を有効にする。
解説:Microsoft Outlookの提供する[不在時のアシスタント]機能を使用することで､ユーザーの休暇中に自動返信するメッセージを設定することができます。　手順は､以下の通りです。
・[ツール]メニューの[不在時のアシスタント]をクリックします。
メモ[不在時のアシスタント]コマンドがメニューに表示されるのは､Exchange Server の電子メールアカウントを使用している場合のみです。
･[不在]をクリックします。
･[送信者に１度だけ自動返信する文字列]ボックスに、自動的に送信する返信の内容を入力します。
必要に応じて、受信メールを処理するためのルール(ルール：特定の条件に一致する電子メールメッセージおよび会議要求に対して行われる一つ以上の自動処理。条件に一致しない場合の例外処理も含まれます。ルールはフィルタとも呼ばれます。)を作成します。

解答:D　オプションダイアログを開き､ユーザー辞書を作成する。Wordに書かれた単語を右クリックし、｢辞書に追加｣を選択する。
解説:Wordの辞書に存在しない単語を処理する方法の知識に関する問題です。　
メイン辞書に登録されていない単語が､スペルチェック時に誤りとして検出されないようにするには､ユーザー辞書(ユーザー辞書：標準の辞書にない単語をユーザーが登録したもの。登録後､その単語はスペルチェックで正しいものとして扱われます)を使用します。

解答:D　ビデオアダプタのアクセラレータをより低い設定にする。

解説:　Microsoft Word 文書に含まれる図やオブジェクトが表示されないことがあります。これは図、グラフィックスイメージ､オートシェイプなどのオブジェクトで発生する現象で､以下のような理由で発生します。
･図またはオブジェクトが[行内]以外でテキストを折り返す書式設定になっており､Word文書が下書き表示またはアウトライン表示されている場合
・図またはオブジェクトが[行内]以外でテキストを折り返す書式設定になっており､Word文書を印刷レイアウトまたはWebレイアウトで表示し､かつ[描画オブジェクト]オプションが無効になっている場合
・図またはオブジェクトが[行内]以外でテキストを折り返す書式設定になっており、[オブジェクト]オプションが無効になっている場合(この問題は､Word文書を印刷するときや､印刷プレビューで表示するときに発生します)
･図またはオブジェクトが[行内]でテキストを折り返す書式設定になっており、[下書き印刷する]オプションが有効になっている場合(この問題は､文書を印刷するときや､印刷プレビューで表示するときに発生します)
･図またはオブジェクトが[行内]でテキストを折り返す書式設定になっており、[図をイメージ枠で表示する]オプションが有効になっている場合
・ビデオドライバまたはWindowsの画面の設定に問題がある場合

解答:B　コンパチブルモードでアプリケーションを動作させるために､アプリケーションの実行ファイルのプロパティを変更するようユーザーに指示する。
解説:旧バージョンのWindowsで動作したアプリケーションは､さまざまな理由でWindows XP 上では正し<動作しない可能性があります。
たとえば､アプリケーションが古い形式のWindowsデータを予期している場合や､個人フォルダや一時フォルダに置かれるユーザー情報が､特定の場所にあることや特定の形式であることを予期している場合が挙げられます。
これを解決するためには､コンパチブルモードによってアプリケーションを実行する必要があります。コンパチブルモードでは、OSのバージョンチェックでトラブルが起こるアプリケーションなどに対して、アプリケーションが必要とするバージョン番号を自動的に返すようにして動作します。
また、以前のバージョンの環境をいくつか持つことで､Windows XP で以前のアプリケーションを動かすことができます。

解答:A　レジストリを変更する
解説:[コントロールパネル]は､システム環境の設定や変更を行うためのダイアログボックスを集中管理しています。
[コントロールパネル]に表示されるアイコンは､コントロールパネルアプリケーションと呼ばれるDLL(Ｄynamic Link Library)を起動します。
コントロールパネルアプリケーションのカテゴリを指定するためには､予めカテゴリを指定してインストールする必要があります。
指定しないでインストールされたアプリケーションのカテゴリを変更するには、レジストリを変更する必要があります。

解答:C　研究部門のアプリケーションをユーザーのコンピュータにインストールする
解説:Active Directoryが提供するグループポリシーを利用することによって､アプリケーションの自動配布を行うことができます。しかし､研究部門のアプリケーションは手動で運用管理されているため､ユーザーのコンピュータには研究部門のアプリケーションがインストールされません。従って､ユーザーが自らアプリケーションをインストールする必要があります。
解答:B　Microsoft Office 製品アップデートによって､全てのアップデートをインストールするよう指示する
解説:　問題文中で､「Office XPのサービスパックで問題が解決することがわかっている」とありますので､OfficeUpdateを実行することで問題は解決します。

解答:D  インストール時に表示されるプロンプトで､CD-ROMへのパスを選択する。
解説:ユーザーは新しいハードウェアを追加したため､ユーザーのコンピュータのCD-ROMを利用するドライブは変更されています。従って､Wordのテンプレートをインストールするためには､新しいドライブを指定する必要があります。

解答:A　　できる
解説:コマンドプロンプトに適切なコマンドを入力することによって、Windowsのコントロールパネルのツールを実行することができます。例えば、“control access.cpl”によって［ユーザーの補助オプション］、“control sysdm.cpl addnew hardware ”によって［ハードウェアの追加］を表示することができます。

解答:A　ACPI
解説:ACPI(Advanced Configuration and Power Interface )は､パソコンの電力を制御するための規格のーつです。
OSがBIOSと連携してコンピュータ内部の電力を管理するための､統一された規格を定めています。
Windows 98以降のOSでは､ACPIに対応しています。また､OnNow機能は､パソコンの電源を入れるとすぐに使えるようになる機能です。ACPIを利用することによって、OnNow機能が実現されます。APM(Advanced Power Management )は､Microsoft社とlntel社が共同で策定したパソコンの電源管理に関する規格です。
バッテリーの状態を5段階に分けて監視し､アプリケーションソフトが自動的に電源を切ったりすることができます。RDP(Remote Desktop Protocol)は､ＴＳＥやWindows 2000のターミナルサービスを使って端末がサーバーに接続して処理を行なう際に､端末とサーバーの間の通信に使われるプロトコルです。
端末がユーザーからの入力をサーバーに伝えることや､サーバーが端末に画面情報を送信するのに使われます。
解答:A　アップグレード後にWindows XPを再インストールする
解説:　APM（Adｖａｎｃｅｄ Power Management ）は、Microsoft社とlntel社が共同で策定したパソコンの電源管理に関する規格です。バッテリーの状態を5段階に分けて監視し、アプリケーションソフトが自動的に電源を切ったりすることができます。ACPI（Adｖａｎｃｅｄ Configuration and Power Interface ）は、パソコンの電力を制御するための規格のーつです。OSがBIOSと連携してコンピュータ内部の電力を管理するための、統一された規格を定めています。
Windows 98 以降のOSでは､ACPIに対応しています。ACPIはACPIＨＡＬに依存するため､APMからACPIへBIOSをアップグレードするのであれば､アップグレード後にWindows XPを再インストールする必要があります。
解答:A　CD-ROMからWindows XPのインストールを開始し､テキストモードセットアップで｢サードパーティーのSCSIやRAIDドライバのインストールが必要な場合、F6を押してください｣と画面の下部に表示されたときにF5をクリックする。
解説:HAL (Hardware Abstraction Layer )は､アプリケーションソフトとハードウェアの間に入り、ハードウェアごとの振る舞いの違いを吸収するソフトウェアです。
Windows XP のインストールでＨＡＬを指定するには、以下の作業を行います。
１．CD-ROMからWindows XP のインストールを開始する。
2.テキストモードセットアップで｢サードパーティーのSCSIやRAIDドライバのインストールが必要な場合、F6を押してください｣と画面の下部に表示されたときにF5をクリックする。
解答:A　NT Apm/Legacyをインストールする
解説:APM(Adｖａｎｃｅｄ Power Management )は､Microsoft社とlntel社が共同で策定した､パソコンの電源管理に関する規格です。
バッテリーの状態を5段階に分けて監視し､アプリケーションソフトが自動的に電源を切ったりすることができます。
APMを有効にするには､NT APM/Legacyをインストールする必要があります。
 NT APM/Legacy は､ＡＰＣＩを利用するために必要なデバイスです。[ハードウェアの追加]ウィザードで[新たなハードウェアを追加]を選択し､手動でインストールを行います。

解答:A　[ハードウェアの追加]ウィザードで手動インストールを行う。
解説:NT APM/Legacy は､ＡＰＣＩを利用するために必要なデバイスです。
インストールするには､[ハードウェアの追加]ウィザードを表示して､手動でインストールを行う必要があります。
ハードウェアの追加をするには､管理者またはAdministratorsグループのメンバーとしてログオンする必要があることがあります。

解答:A　[使用しない]設定にする
解説:Windows XPの電源管理を使用するには､BIOSの電源管理の機能を全て使用しない設定にする必要があります。
[コントロールパネル]の[電源オプション]を使用して､コンピュータの固有のハードウェア構成でサポートされる電源管理オプションを調整できます。電源オプションはユーザーのコンピュータ上で利用可能な機能を自動的に検出し､ユーザーが制御できるオプションだけを表示します。電源設定を構成するには､[スタート]→[コントロールパネル]→[パフオーマンスとメンテナンス]の順にクリックしてから[電源オプション]をクリックします。
解答:A　Windows XP
解説:ACPIは､Windows XP によって管理されます。また､Windows XPが提供する電源管理機能を利用するには､BIOSの電源管理の機能を無効にする必要があります。
[コントロールパネル]の[電源オプション]を使用して､コンピュータの固有のハードウェア構成でサポートされる電源管理オプションを調整できます。電源オプションはユーザーのコンピュータデで利用可能な機能を自動的に検出し､ユーザーが制御できるオプションだけを表示します。電源設定を構成するには､[スタート]→[コントロールパネル]→[パフォーマンスとメンテナンス]の順にクリックしてから[電源オプション]をクリックします。

解答:D　防げない
解説:　OutlookExpress(OE)では､登録されているユーザーにパスワードを設定できます。パスワードを設定をすることで､OEを起動した際に｢ユーザーログイン｣という画面が表示され､パスワードを入力しないとログインできないようになります。
ただし、｢ユーザーログイン｣画面を表示させるためには､OEの終了時に必ずログオフの手順を踏む必要があります。
具体的には｢ファイル｣メニューから｢終了してログオフする｣を選びます。ログオフの操作を行っていないと､一度OEを終了させた後でも､次に起動した際にパスワード入力をしなくてもメールの内容が表示されてしまいます。
つまり、｢ユーザーログイン｣画面が表示されるかどうかは､OEを使用したユーザーの操作に依存してしまうため､設定では防ぐことができません。正解は、｢防げない｣になります。

解答:A　ユーザー
解説:Outlook Expressの｢ユーザー｣機能を使えば、自分のメールのプライバシーを保ちつつ､複数のユーザーでOutlook Express を使うことが可能です。すなわち、1つのインターネット接続を共用する複数のユーザーが､それぞれのメールアカウントをもつことができます。

解答:A　[お気に入り]を名前順にソートする
解説:[お気に入り]を選択し､右クリックで[名前順で並べ替え]を選択することで､お気に入りが名前順にソートされます。お気に入りのページの一覧が多くなった場合は､フォルダを作って整理することもできます。
解答:A　[詳細設定]タブで、[SSL2.0を使用する]チェックボックスと[SSL3.0を使用する]チェックボックスを選択する
解説:HTTPS://で始まるWebサイトにアクセスするには､ＳＳＬを有効にする必要があります。
SSL (Secure Socket Layer)は、Netscape Communications社が開発した､インターネット上で情報を暗号化して送受信するプロトコルです。現在インターネットで広く使われているWWWやFTPなどのデータを暗号化し、プライバシーに関わる情報やクレジットカード番号、企業秘密などを安全に送受信することができます。

解答:A　[プライバシー]タブの[既定]ボタンをクリックする。
解説:Internet Explorer の[プライバシー]タブではクッキー(Cookie)の設定ができます。 Cookieとはサーバー側(サイト)がユーザーのブラウザに､ユーザーに関する情報や最後にサイトを訪れた日時､そのサイトの訪問回数などのアクセス情報などを記録しておくものです。[既定]ボタンをクリックするとインターネットゾーンのプライバシー設定は､既定の設定に設定されます。既定のプライバシー設定では､Cookieを許可するための確認を促すことがありません。
解答:A　履歴を保持する日数を30日に設定する。
解説:ページの履歴を保存することによって､Webサイトのアドレスがアドレスバーに表示されます。

解答:A　Internet Explorer のツールバーにある[履歴]をクリックする
解説:　Internet Explorer の履歴を使用することによって､アクセスしたWebサイトの履歴を表示することができます。
表示される履歴の中で､希望のWebサイトを表示した日付を選択し､希望のWebサイトの履歴を探します。

解答:D　OutlookがSMTPサーバーと通信するときにPOP3クレデンシャルを使用するように設定する
解説:サーバーは､認証済みユーザーにのみSMTPサーバーヘアクセスすることを許可します。従って､SMTPサーバーに接続するときにPOP3クレデンシャルを使用するにようにOutlookを設定する必要があります。
SMTPサーバーとの認証設定は、以下の手順で行います。
1.初期設定｢ツール｣→｢アカウント｣を選択
2.インターネットアカウントの設定
　　[メール]タブをクリックし､設定変更をするアカウントを選択
　　[プロパティ]を選択
3.サーバーの設定
　　[サーバー]タブをクリック
　　[このサーバーは認証が必要]にチェックを入れる
4.送信メールサーバーの設定
　　[ログオン情報]の項目で[次のアカウントとパスワードでログオンする]にチェックを入れる
　　[アカウント名]に[メール]の[メールアドレス]を､[パスワード]に[メール]の[パスワード]を半角英数小文字で入力し
　　[パスワードを保存]にチェックを入れる
　　[ＯＫ]をクリック

解答:C　Outlook Express がパスワードを記憶するように設定されていない
解説:Outlook Expressがパスワードを記憶するには､アカウントのプロパティでパスワードを記憶するように設定する必要があります。メールアカウントに対してパスワードを入力した際に､[パスワードを保存する]チェックボックスのチェックを入れます。これによって､パスワードが保存されます。

解答:C　財務部の担当者に電子署名を全てのユーザーに送信するよう依頼する。
解説:財務部の担当者が全てのユーザーに電子署名を送信します。ユーザーは受け取った電子署名を財務部にメールを送信する際に利用することによって､エラーは解消されます。

解答:A　アップデートされたディスプレイアダプタのドライバをインストールする
解説:電源設定は､ディスプレイアダプタのドライバによって提供される機能です。インストールされているディスプレイアダプタのドライバが電源設定の機能をサポートしない場合､サポートするものをインストールする必要があります。

解答:A　Windows XP Professionalは､動作しているアプリケーションをシャットダウンすることを確認する
解説:Windows XP をシャットダウンするには､2つの方法があります。
１つは､スタートメニューからシャットダウンを選択する方法です。[スタート]ボタン､[シャットダウン]の順にクリックし､ボックスの一覧の[シャットダウン]をクリックします。この操作を行うとWindowsがシャットダウンされ､コンピュータの電源を安全に切ることができます。ほとんどのコンピュータでは､電源が自動的に切れます。
もう1つは､コンピュータの電源ボタンを押す方法です。 Windows XP では､シャットダウンするためにこれら２つの方法が提供されています。
何れの方法においても､Windows XP はコンピュータをシャットダウンする前に､シャットダウンすることをアプリケーションに伝え､アプリケーションが終了していない処理を実行する猶予を与えます。その後､Windows XP は､アプリケーションからの応答を待ってからシャットダウンを行います。

解答:C　タスクマネージャを表示するためにCtrl＋Alt＋Ｄｅｌを押し､シャットダウンメニューを開き､Ctrlキーを押し続けた状態で[シャットダウン]を選択する
解説:緊急時シャットダウンは､コンピュータのシャットダウン方法として推奨されるものではありませんが､通常どおりにコンピュータをシャットダウンできない場合や､現在の情報を何も保存しないでオフラインにする必要がある場合のような､緊急の状況において実行することができます。しかし､この方法はハードリセット(再起動)を実行してコンピュータの電源を切るよりも安全です。
緊急時シャットダウンは、以下の方法で実行します。
1.[Ctrl]十[Alt]十[Del]キーを押し、｢Windowsのセキュリティ｣ダイアログを表示させる(下の画面参照)。
2.[Ctrl]キーを押しながらダイアログの[シャットダウン]ボタンをクリックする。すると､緊急時シャットダウンを実行する旨の警告ダイアログが表示される。
3.[OK]をクリックすれば緊急時シャットダウンが実行され、[キャンセル]をクリックするか[ESC]キーを押せば､緊急時シャットダウンを中止できる。

会社のクライアント･コンピュータでは､さまざまなバージョンのWindowsが使用されていますが､Windows XP Professional が最も多く利用されています。あなたは､デスクトップアプリケーションの運用管理を行っています。
あなたは､コンピュータを休止状態にするつもりです。
休止状態は､APMやACPIにおいても利用できる機能ですか？
解答:A　利用できる
解説:休止状態は､APMとACPIにおいても利用することができます。
休止状態は､コンピュータの電源を切る直前の状態を保存して､次に電源を入れたときに電源を切る直前の状態から作業を再開する機能です。終了する前にメモリの内容をハードディスクにコピーします。APM（Advanced Power Management ）は､Microsoft社とlntel社が共同で策定した､パソコンの電源管理に関する規格です。バッテリーの状態を5段階に分けて監視し､アプリケーションソフトが自動的に電源を切ったりすることができます。
ACPI（Adｖａｎｃｅｄ Configuration and Power Interface ）は､パソコンの電力制御に関する規格のーつで､OSがBIOSと連携してコンピュータ内部の各パーツの電力を管理するための統一された方式を定めています。
解答:A　データがなくなる
解説:Windows XP が休止状態のときに､他のOSにブートしてはなりません。これを実行すると､データが破壊されてしまいます。

解答:B　Hiberfil.sys
解説:休止状態にすると､OSはモニタとハードディスクの電源を切断し､メモリの内容をすべてディスクに保存した後､コンピュータの電源を切ります。コンピュータを再起動すると､デスクトップは使用していたときと同じ状態に復元されます。
メモリの情報はWindows XP によってHiberfil.sysというファイルに保存されます。休止状態にしている限り、このファイルの削除や名前変更､他のディスクやパーティションヘの移動を行うことはできません。
解答:C　[休止状態]タブで[休止状態を有効にする]チェックボックスをチェックする
解説:[電源オプションのプロパティ]で休止状態を有効にする設定を行うには､[休止状態]タブで[休止状態を有効にする]チェックボックスをチェックする必要があります。
手動でコンピュータを休止状態にするには､管理者またはAdministratorsグループかPower Users グループのメンバーとしてログオンしている必要があります。使用しているコンピュータがネットワークに接続されている場合は､ネットワークポリシーの設定によって､この手順を完了できないことがあります。

解答:A　[詳細設定]タブ
解説:電源設定は､定義済みの電源オプションの集合です。電源設定を選択し､コンピュータの使用方法に適した設定を適用したり、それを基に個人専用の電源設定を作成したりできます。
[電源オプションのプロパティ]の[スタンバイから回復するときにパスワードの入力を求める]をチェックすることによって､スタンバイから回復したときのみでな<､休止状態から回復したときにもパスワードの入力をユーザーに求めることができます。

解答:A　[詳細設定]タブ
解説:[電源オプションのプロパティ]でコンピュータの電源ボタンを押したときに休止状態にするには､[詳細設定]タブの[コンピュータの電源ボタンを押したとき]を利用します。

解答:A　Shutdown
解説:　Shｕtdoｗｎコマンドを利用することによって、ローカルまたはリモートのコンピュータを､シャットダウンまたは再起動できます。パラメータを付けずにｓhｕtdoｗｎコマンドを使うと､現在のユーザーがログオフします。
シャットダウンは､[スタート]メニューから開始するか､shutdown.exeを呼び出すと実行できます。この方法によるシャットダウンでは､一定の手順が実行され､シャットダウンまたは再起動の理由を指定するように求めるメッセージが表示されます。
これらの方法以外によって開始されたシャットダウンを¨突然のシャットダウン¨といいます。突然のシャットダウンは､停電やシステム障害が原因である可能性があります。

解答:C 業務アプリケーションによって作成されたファイルは､全てC:\App1\Data.フォルダに保存するようユーザーに指示する
解説:　OSがWindows 98の時に､Windows XP Professionalで作成したファイルにアクセスできない問題は､ファイルシステムの形式の違い(NTFSとFAT)によって起こります。
CドライブのファイルはどちらのOSでもアクセスできるため、問題を解決することができます。
FAT(File Allocation Ｔａｂｌｅ)は､FATファイルシステムまたはFAT32ファイルシステムでボリュームをフォーマットしたときに作成されるデータ構造です。各ファイルに関する情報はFATに保存されるので､後で取得することができます。
NTFSファイルシステムは､パフォーマンス､セキュリティ､信頼性、およびどのバージョンのＦＡＴにもない高機能を提供する高度なファイルシステムです。
たとえば､NTFSでは､標準のトランザクションロギングと回復の技法を使って、ボリュームの整合性を保証します。システムに障害が発生した場合、NTFSでは、ログファイルとチェックポイント情報を使ってファイルシステムの整合性を復元します。 
Windows 2000 とWindows XP のNTFSでは､ファイルおよびフォルダのアクセス許可、暗号化、ディスククォータ、圧縮などの高度な機能が提供されます。
解答:A  App1のショートカットを一つ作成する。Allstaffの既定のユーザーとして､ショートカットを保存する。Allstaffのすべてのユーザープロファイルを削除する。
解説:規定のユーザープロファイルにショートカットを作成し､それぞれのユーザーのプロファイルを削除することで､ユーザープロファイルを削除した全てのユーザーに作成したショートカットを適用することができます。(規定のユーザープロファイルにおいてデスクトップにショートカットを作成した場合は､全てのユーザーのデスクトップに自動的にショートカットが表示されます)この処理を行った後にショートカットを削除した場合は､他のユーザーのショートカットは影響を受けない(削除されない)ようになります。
なお、｢App1のショートカットをユーザーごとに作成する。ショートカットをAllstaffのすべてのユーザーごとに保存する。All staffのすべてのユーザープロファイルを削除する。｣の選択肢の方法でも問題の要件を満たすことはできますが､正解の選択肢の方法の方が作業負荷が低いため､誤りとなります。

解答:A  ユーザープロファイルを削除する
解説:ユーザーのデータは､ファイルサーバーに保存されています。従って､クライアントPCのユーザープロファイルを削除し､再度ユーザープロファイルを作成することに問題はありません。
またこれによって､ユーザーのデスクトップと画面設定､スタートメニューを初期状態に戻すことができます。
ユーザープロファイルを削除するには以下の作業を行います。この手順を完了するには､管理者またはAdministratorsグループのメンバーとしてログオンしている必要があります。使用しているコンピュータがネットワークに接続されている場合は､ネットワークポリシーの設定によって､この手順を完了できないことがあります。
1.コントロールパネルのシステムを開きます。
2.次に､[詳細設定]タブの[ユーザープロファイル]で､[設定]をクリックします。
3.[このコンピュータに格納されているプロファイル]で､削除するユーザープロファイルをクリックし､[削除]をクリックします。
解答:B  全てのユーザープロファイルから､ショートカットを削除する
解説:全てのユーザープロファイルから､ショートカットを削除する必要があります。

解答:D  Excel以外のOfficeアプリケーションで、[ヘルプ]を起動し、[アプリケーションの自動修復]を実行する
解説:[アプリケーションの自動修復]を実行すると､インストールされているすべてのOfficeアプリケーションに関連するファイルやレジストリについて､欠損や設定などの問題を検出して修復します。
ワークシートや文書など､アプリケーションで作成したドキュメントには適用されません。
[アプリケーションの自動修復]コマンドを実行しても問題が修復されない場合は､[プログラムの追加と削除]を利用してMicrosoft Officeを再インストールする必要があります。

解答:D  Ｅｘｃｅｌのマクロのセキュリティ設定を｢中｣に設定し､マクロを有効にする。
解説:マクロのセキュリティの設定は､[セキュリティ]ダイアログボックス([ツール]－[マクロ]－[セキュリティ]の[セキュリティレベル]タブで変更できます。セキュリティが｢中｣に設定されていると､署名のないマクロはマクロを有効にするかどうかの確認メッセージが表示されます。署名付きマクロは､マクロの作成元と署名の状態によって､署名付きマクロの処理方法が決まります。

解答:A　[セキュリティ]タブのインターネットゾーンを｢中｣に設定する。

解説:[セキュリティ]タブのインターネットゾーンを[中]に設定することによって､Ａｃtiｖｅｘを利用するコンテンツを表示することができます。　
解答: C  Outlookのプロファイルで､これまで使用していた.pstファイルを開くよう設定する

解説:.pstファイルは､Outlookのデーターファイルです。Outlook 2000／2002／2003の場合､.pstファイルとマイクロソフトがOutlookのデーターバックアップ用に無償提供しているツールを利用して定期的にバックアップすることができます。

バックアップしたファイルを開くには、以下の作業を行います。

1.[Outlook個人用フォルダバックアップ]ダイアログで[バックアップを開く]ボタンをクリックします。

2.[ファイルを開く]ダイアログが表示され､そこでバックアップした.pstファイルを指定すると､その.pstファイルが開かれてOutlookからアクセス可能になります。

3.[Outlook個人用フォルダバックアップ]ダイアログで[バックアップを開く]ボタンをクリックし､続く[ファイルを開く]ダイアログでバックアップした.pstファイルを選択する。
解答:D プログラム互換性ウィザードを使用して､アプリケーションが256色モードで動作することを可能にする

解説:プログラム互換性ウィザードを使用して､プログラムをさまざまなモード(環境)や設定のもとで実行できます。たとえば､Windows 95 システム用に設計されたプログラムをWindows XP 上で実行したいときは､互換性モードをWindows 95 に設定してプログラムを実行します。正し<動作すれば､それ以降プログラムは常にWindows 95 互換性モードで起動するようになります。また､プログラム互換性ウィザードでは､ディスプレイの表示色を256色に切り替えることや､解像度を640 × 480 ビクセルに変更するなど､設定をいろいろと変えてプログラムをテストするように促されます。
解答:C　Outlook Express を既定のメールソフトとして設定する。

解説:デフォルトでOutlook Express が起動することによって、問題は解決します。これを実現するためには、以下の作業を行います。

1.[ツール]メニューの[オプション]をクリックし､[全般]タブをクリックします。

2.[既定のメッセージプログラム]で､ニュースまたは電子メールに対応する[既定とする]をクリックします。

解答:A  [タスクバーと[スタート]メニューのプロパティ]で、[タスクバーをほかのウィンドウの手前に表示する]のチェックをなくす

解説:既定の状態では､タスクバーはウィンドウが最大化されたときにもそのままの状態で残ります。[タスクバーと[スタート]メニューのプロパティ]で、[タスクバーをほかのウィンドウの手前に表示する]のチェックをなくすことによって、ウィンドウが最大化されたときとタスクバー上にウィンドウを置いたときを除いて､タスクバーを常に表示することができます。
解答:　A、B　　Windowsロゴをクリックする。　Ctrl+Escを押す。

解説:デスクトップにタスクバーが表示されない状態でも､WindowsロゴかCtrl+Escをクリックすることによってタスクバーを表示することができます。

解答:A、B　　[表示]→[ツールバー]→[ユーザー設定]を選択す　ツールバーを右クリックし、[ユーザー設定]を選択する

解説:　Internet Explorer のツールバーに表示される標準ボタンを編集するには､2つの方法があります。

解答:D　[ツールバーを固定する]をクリックする

解説:[ツールバーを固定する]をクリックすることによって､ツールバーは固定され､再度ツールバーが移動してしまう

ことを防ぐことができます。
解答:D　ツールバーの[表示]を選択する。[ツールバー]にある[ユーザー設定]を選択し、[リセット]ボタンをクリックする。

解説:[ツールバー]にある[ユーザー設定]を選択し、[ﾘｾｯﾄ]ボタンをクリックすることによって､ツールバーをInternet Explorer の既定の状態にすることができます。既定の状態にすることによって､表示されなくなった標準ボタンを表示することができます。

解答:C　[登録されている拡張子は表示しない]のチェックを外す

解説:［登録されている拡張子は表示しない］のチェックを外すことによって､全てのファイルの拡張子が表示されます。メールに添付されていたresume.docファイルは､拡張子を表示することによって､resume.doc.scrと表示されます。これによって､ユーザーがWord文書であるかスクリプトであるかの区別することができます。
解答: A　Hiberfil.sys

解説:　Windows XP Professional を休止状態にしたとき､OSはメモリの情報をHiberfil.sysファイルに保存します。

休止状態のままでは､このファイルを削除や名前の変更､移動することはできません。

解答: A　インポートとエクスポートの機能を利用する。

解説:　Outlook Express のインポート機能によって､他のユーザーのメッセージを読み込むことができます。

解答: B　アカウントをインポートとエクスポートする

解説:複数のアカウントをより簡単につくるには､エクスポートを利用します。

解答: A　別々のアプリケーションである

解説:Outlook Express ではアドレス帳を簡単に利用することができますが､両者は別々のアプリケーションです。アドレス帳は､ファックスや電話の機能をもつソフトウェアもOutlook Express と同じように利用できる仕組みをもちます。
解答:　A　レジストリを編集する

解説:Outlook Express とアドレス帳で連絡先を共有するには、レジストリを編集する必要があります。
解答:　A　.iaf

解説:アカウントのデータをエクスポートした場合､データは拡張子が.iafのファイルにエクスポートされます。エクスポートは､以下の手順で行うことができます。
1.[ツール]を選択する

2.[アカウント]を選択する

3.エクスポートしたいアカウントを選択する

4.[エクスポート]ボタンをクリックする

解答:　D  .dbｘ拡張子のファイルを探し､.dbｘファイルからメッセージをインポートする

解説:　Outlook Expressを起動したときに､.dbｘファイルをロードすることによって、問題を解決することができます。

.dbｘファイルは､メッセージを保存するファイルです。Outlook Expressでは､電子メールやニュースなどのメッセージを｢フォルダ｣という単位に分けて管理しています。デフォルトでは､新し<受信したメッセージを入れる｢受信トレイ｣、送信する準備のできたメッセージを入れてお<｢送信トレイ｣、送信済みのメッセージを入れておく｢送信済みアイテム｣、削除したメッセージを一時的に保存してお<｢削除済みアイテム｣などの各フォルダに､それぞれ一つの.dbｘファイルが存在します。
解答:　A  ユーザープロファイルを作成し､これを使用する。

解説:あるユーザーがお気に入りを変更すると､他のユーザーのお気に入りも変更されてしまいます。ユーザープロファイルをそれぞれのユーザごとに作成することで､ログオンしたユーザーに応じてお気に入りを表示させることができます。正解は「ユーザープロファイルを作成し､これを使用する。」となります。

解答:　B  vCard

解説:電子メールメッセージに電子名刺を添付することによって､e-mailを経由した名刺の交換を行うことができます。電子名刺は､アドレス帳に登録されている連絡先の情報をvCard形式にしたものです。vCard形式は､さまざまな種類のデジタル機器やオペレーティングシステムで使用できます。電子名刺を作成するには､アドレス帳に自分の連絡先の情報を登録しておく必要があります。電子名刺を登録するには以下の作業を行います。

1.アドレス帳で、自分に関する連絡先の情報を登録し､一覧で自分の名前を選びます。

2.[ファイル]メニューの[エクスポート]をポイントし､[名刺(vCard)]をクリックします。

3.ファイルを保存する場所を指定し､[保存]をクリックします。
解答:　B　テキストファイル

解説:携帯電話とOutlook Expressには互換性がないため、共通したフォーマットを利用する必要があります。テキストファイルは､共通のフォーマットとして利用することができます。

解答:　A  Outlook Expressのインポート機能を利用する

解説:　Outlook Expressのインポート機能を利用することによって､Windowsのアドレス帳のデータをコピーすることができます。Windowsアドレス帳をインポートするには、以下の作業を行います。
1.[ファイル]メニューの[インポート]をポイントし､[アドレス帳]をクリックします。

2.インポートするアドレス帳またはファイルの種類を選択し、[開く]をクリックします。

解答:　A　.vcf

解説:電子名刺は､アドレス帳に登録されている連絡先の情報をvCard形式(拡張子.ｖcf)にしたものです。vCard形式のデータは､メールによる電子名刺の交換を実現します。電子名刺を作成するには､以下の作業を行い､アドレス帳に自分の連絡先の情報を登録しておく必要があります。
1.アドレス帳で、自分に関する連絡先の情報を登録し､一覧で自分の名前を選びます。

2.[ファイル]メニューの[エクスポート]をポイントし､[名刺(vCard)]をクリックします。

3.ファイルを保存する場所を指定し､[保存]をクリックします。

解答:　A,B,C,D,E 
解説:既定では､Internet Explorerは､ＨＴＭＬエディタ、電子メール､ニュースグループ､インターネット通話､カレンダーの全てと関連付けられています。これらの中で使用したいプログラムを指定するには、以下の作業を行う必要があります。

1. Internet Explorer で､[ツール]メニューの[インターネットオプション]をクリックします。

2.[プログラム]タブをクリックし､画面に表示される指示に従って既定のプログラムを指定します。

解答:　C  クライアントPCでオフラインファイルを使用するように設定にする

解説:オフラインファイルを使用するようにコンピュータを設定することによって､サーバーのファイルをクライアントPC
にキャッシュし､それを利用することができます。これには、以下の作業を行う必要があります。

1.マイコンピュータを開きます。

2.[ツール]メニューの[フォルダオプション]をクリックします。

3.[オフラインファイル]タブで､[オフラインファイルを使えるようにする]チェックボックスがオンになっていることを確認します。

4.完全同期を行うには､[ログオフする前にオフラインファイルをすべて同期する]をオンにします。クイック同期の場合は､オフのままにしておきます。
解答: A  [簡易ユーザー切り替え]を無効にする

解説:サーバーのファイルとフォルダをキャッシュするには､オフラインでのファイルの利用を有効にする必要があります。オフラインでのファイルの利用を有効にするには､[簡易ユーザー切り替え]を無効にする必要があります。この設定は､以下の作業によって行うことができます。

1.[スタート]メニューで[コントロールパネル]をクリックします。

2.コントロールパネルでクラシック表示が選択されていることを確認します(コントロールパネルのすべてのアイコンが表示されている)。クラシック表示でない場合は､コントロールパネルの左のウィンドウで[クラシック表示に切り替える]をクリックします。

3.[ユーザーアカウント]をクリックします。

4.[ユーザーアカウント]ダイアログボックスで[ユーザーのログオンやログオフの方法を変更する]をクリックします。

5.[ログオンとログオフのオプションを選択します]ダイアログボックスで[ユーザーの簡易切り替えを使用する]チェックボックスをオフにします。

6.[0K]をクリックします。
解答:　A  ビットマップ形式のファイルのプロパティを変更し､独自のアプリケーションが起動するよう変更する。

解説:ファイルの拡張子とプログラムを関連付けて､その拡張子のファイルは常に同じプログラムで開<ように指定することができます。

拡張子とプログラムの関連付けは、以下の方法で可能です。

【方法1】

1.関連付けを変更する拡張子のファイルを右クリックし､[プログラムから開く]をクリックします。

2.[ファイルを開くプログラムの選択]ダイアログボックスで､ファイルを開くプログラムをクリックするか､[参照]をクリックして使用するプログラムを指定します。

3.[この種類のファイルを開くときは､選択したプログラムをいつも使う]チェックボックスをオンにします。

【方法2】

1.(ファイル)エクスプローラの[ツール]－[フォルダオプション]をクリックします。

2.[ファイルの種類]タブを開く。

3.[変更ボタン]をクリックし､表示された[ファイルを開<プログラムの選択]ダイアログボックスで【方法1】の2,3の作業を行う。
解答:　A  ユーザーのプロファイル\Local Settings\Temporary Internet Files

解説:インターネットで表示したWebページは[インターネット一時ファイル]として一時的に保存され(キャッシュされ)、次回同じWebページを表示する際に、表示時間が短縮されます。
既定では、“\ユーザーのプロファイル\LocalSettings\Temporary Internet Files"に保存されます。

解答: A  [ツール]→[インターネットオプション]→[詳細設定]タブを選択する。[ショートカットを起動するためにウィンドウを再使用する]のチェックを外す。
解説:ショートカットからInternet Explorerを起動したときに､新たなウィンドウを開くには､[ショートカットを起動するためにウィンドウを再使用する]のチェックをはずす必要があります。以下に示す手順で実行します。

1.[ツール]を選択する。

2.[インターネットオプション]を選択する。

3.[詳細設定]タブを選択する。

4.[ショートカットを起動するためにウィンドウを再使用する]のチェックをはずす。

解答: C ディスクスペースの3％

解説:既定では、キャッシュされたWebページは、%ユーザーのプロファイル%\Local Settings\Temporary Internet Filesフォルダに保存されます。また、最大でディスクの3％がフォルダに割り当てられます。
解答:　A  Webページをお気に入りに追加する。[お気に入りの整理]で､[オフラインで使用する]をチェックする

解説:[お気に入りの整理]で､[オフラインで使用する]をチェックすると､Internet Explorerはページのコピーを“Temporary Internet Files"フォルダに保存します。保存した後は､オフラインでも使用できます。既存のお気に入り項目に追加した後に､オフラインで使用するには､次の手順を実行します。

1.[お気に入り]メニューの[お気に入りの整理]をクリックします。

2.オフラインで使用したいページをクリックします。

3.[オフラインで使用する]チェックボックスをオンにします。

4.ページを更新するスケジュールおよびダウンロードするコンテンツの量を指定するには､[プロパティ]をクリックします。
解答:　B ユーザー名とパスワードを入力するフォームで、[パスワードを記憶する]をチェックする

解説:　ユーザー名とパスワードを入力するフォームで､[パスワードを記憶する]をチェックすることによって、ログオンしたときにInternet Explorerによって、自動的にユーザー名とパスワードが入力されるようになります。

解答:　A  [詳細設定]タブの[規定値に戻す]ボタンをクリックする

解説:[ダウンロードする画像のプレースホルダを表示する]をチェックすると､あらかじめ画像の配置される場所と大きさが確保されます。この設定にしておくことによって､画像や文字が含まれるページを表示する際､画像の読み込みが終わらないうちに画像サイズだけを確保して次の文字データなどが受信されます。従って､画像が多用されているページを見る際には､より早く画面が表示されることになりますが､画像が表示されないことがあります。

これを修復するには､[詳細設定]タブの[規定値に戻す]ボタンをクリックし、[ダウンロードする画像のプレースホルダを表示する]のチェックを外す必要があります。

解答:　B アドレスバーを有効にする

解説:アドレスバーを有効にすることによって､Internet Explorerはアドレスバーを表示します。アドレスバーを有効にするには、以下の作業を行います。

1.[表示]を選択

2.[ツールバー]を選択

3.[アドレスバー]を選択

解答:　C  Webサイトを表示するときに､Ctrlキーを押し続ける

解説:　Webサイトを表示するときにCtrlキーを押し続けると､Internet Explorerはキャッシュに保存したページではなく､新規にダウンロードしたページを表示します。

解答:　B  確認しない

解説:既定では､Outlook ExpressはＬＤＡＰサーバーに存在するアドレスを確認しません。しかし、以下の作業を行うことによって､変更することができます。

1.[ツール]→[アカウント]を選択する。

2.[ディレクトリサービス]タブでディレクトリサービスを選択し、[プロパティ]をクリックする。

3.[全般]タブで､[メール送信時に名前をサーバーで確認する]をチェックする。

解答:　A　フォルダ

解説:Outlook Expressでは､フォルダを用いてメッセージを整理することができます。既定では、ローカルフォルダと呼ばれるフォルダが存在します。このフォルダは､POP3のメールアカウントによって使用されます。
解答:　D  30

解説:既定では､Outlook Expressは､30分間隔で新規メールが届いていないかチェックします。以下の作業によって､間隔を変更することができます。

1.[ツール]→[オプション]を選択する。

2.[全般]タブで､[新着メッセージをチェックする]の右にある入力欄にチェックする間隔を入力する。

また､[新着メッセージをチェックする]のチェックを外すことで、自動的にチェックする作業を行わない設定にすることができます。
解答:　A  Ctrl+M

解説:Outlook Expressでは､Ctrl+Mを押すことによってメッセージの送受信を行うことができます。 Ctrl+Mを押した場合､全てのアカウントのメッセージの送受信を行います。

解答: A アドレス帳の連絡先を変更する

解説:特定の相手にのみテキスト形式のメールを送信するためには､アドレス帳で以下の作業を行う必要があります。

1.アドレス帳で､テキスト形式で送信したい相手を選択します。

2.選択した状態で右クリックし､[プロパティ]を選択します。

3.[名前]タブを選択します。

4.[テキストの電子メールメッセージだけを送信する]を選択します。
解答:　E  何もする必要はない

解説:メールやニュースの閲覧を行う他のソフトウェアがクライアントPCにインストールされていないのであれば、Outlook Expressが既定のソフトウェアになります。したがって､ニュースを閲覧すること以外の機能を利用するためには､何もする必要がありません。

解答:　B  1

解説:Outlook Expressは､既定では｢メインユーザー｣と呼ばれるユーザーのみを利用することができます。ユーザーの追加は以下の作業によって行うことができます。
1. Outlook Expressを起動します。

2.メニューから[ファイル(F)]→[ユーザー(Ｄ)]→[ユーザーの追加(Ａ)]をクリックします。

3.以下の通り｢パスワードを要求する(Ｒ)｣をチェックすると共同でOutlookを利用されている方にメールの内容を見られないようにすることが出来ます。

4.ユーザーの追加が完了致します。｢はい(Ｙ)｣をクリックしてログインします。

5.表示名を入力します。

6.電子メールのアドレスを入力します。

7.メールサーバ名を入力します。

8.アカウント名、パスワードを入力します。

9.｢完了｣をクリックして設定を完了します。

解答:　A  [ユーザーの管理]でメインユーザーを選択し、[プロパティ]をクリックする

解説:Outlook Expressは､メインユーザーを既定のユーザーとします。ユーザーの設定を変更するためには、以下の作業を行う必要があります。

1.[ファイル]にある[ユーザー]を選択します。

2.[ユーザーの管理]を選択します。

3.メインユーザーを選択した状態で、[プロパティ]を選択します。

解答:　C　　Outlook Expressの[新規のメールルール]でメッセージに対する設定を無効にする

解説:不適切なフィルタがある場合、受信を知らせる音声はするが､受信ボックスに存在しないことがあります。

Outlook Expressの[新規のメールルール]でメッセージに対する設定を無効にすることによって､不適切なフィルタをなくすことができます。
解答:　A  ワトソン博士

解説:　ワトソン博士は､システムとプログラムの障害を検出し､ログフアイルにその情報を記録します。プログラムエラ

ーが発生すると､ワトソン博士が自動的に起動します。ワトソン博士を利用して､問題の原因を究明することができま

す。
解答:　D　　Ctrl＋Ｄ

解説:Ctrl＋Ｄを押すことで､Webサイトを[お気に入り]フォルダに追加することができます。
解答:　A　　Temporary Internet Files フォルダ

解説:　Internet Explorerの[お気に入りの整理]で[オフラインで使用する]をチェックした場合､WebサイトのコピーはTemporary Internet Files フォルダに保存されます。最新のWebページをオフラインで使用するには､次の手順を実施します。
1.[お気に入り]メニューの[お気に入りに追加]をクリックします。

2.[オフラインで使用する]チェックボックスをオンにします。

3.ページを更新するスケジュールおよびダウンロードするコンテンツの量を指定するには､[カスタマイズ]をクリックします。

4.画面の指示に従います。
解答:　
A　電源が入っていない状態から､30秒で利用可能な状態にする

B　休止状態から､20秒で利用可能な状態にする

C　スタンバイから､5秒以内に利用可能な状態にする

解説:　ＯｎＮｏｗは､パソコンの電源を入れるとすぐに使えるようになる機能です。 Microsoft社がWindows 98やWindows 2000で実現しようとしていた機能で､従来は数分､どんなに早<ても数十秒はかかっていたパソコンの起動時間を､家電製品並みの数秒に縮めることを狙ったものですが､実現されていません。これを補うことを目指したWindows XPの設計は、以下の3つです。

1.電源が入っていない状態から､30秒で利用可能な状態にする

2.休止状態から､20秒で利用可能な状態にする

3.スタンバイから､5秒以内に利用可能な状態にする

解答: A　[コントロールパネル]の[電源オプション]を選択する

解説:Windows XP の電源設定を変更は､[電源オプションのプロパティ]によって行うことができます。[電源オプション

のプロパティ]を起動するには､以下の作業を行います。

1.[コントロールパネル]を選択する

2.[電源オプション]を選択する。

解答:　A　[パフォーマンスとメンテナンス]

解説:[コントロールパネル]において[パフォーマンスとメンテナンス]を選択した場合､[電源オプション]を含む画面が表示されます。この画面で[電源オプション]を選択することによって､Windows XP の電源管理の設定を行うことができます。

解答:　
A　スタンバイ状態は､ディスクの領域を必要としない

B　スタンバイ状態は､休止状態よりも早く起動することができる

解説:スタンバイ状態は､少量の電力を利用して､メモリにデータを保存します。
解答:　A　　UPS
解説:スタンバイ状態で電源が切れた場合､メモリに保存された情報は削除されてしまいます。しかし､UPS (Uninterruptible Power Systems)を利用することによって､これを防ぐことができます。UPSは､停電や電源変動などの電源トラブルが発生した場合、内部バッテリーを電源として､コンピュータや周辺機器等の負荷に電源を供給する装置です。

解答:　
A　　PCを利用しない状態が続いた場合、自動的にスタンバイ状態になる

B　　手動で操作する

解説:スタンバイ状態とは､モニタとハードディスクの電源が切断された状態のことです。つまり、コンピュータは省電力モードになります。再びコンピュータを使用するときに､すぐにスタンバイ状態を終了し､デスクトップを使用していたときの状態に復元します。スタンバイ状態にするには、以下の2つの方法があります。
1.自動的に(予定時間に)スタンバイ状態にする

2.手作業でスタンバイ状態にする

解答:　D　スタンバイ状態は､電源がなくなったときにメモリに保存された情報が削除される

解説:スタンバイ状態とは､モニタとハードディスクの電源が切断された状態のことです。つまり、コンピュータは省電力モードになります。再びコンピュータを使用するときに､すぐにスタンバイ状態を終了し､デスクトップを使用していたときの状態に復元します。スタンバイ状態でコンピュータの電源がなくなった場合､メモリに保存された情報は削除されます。

解答:　A　正しい

解説:スタンバイ状態とは､モニタとハードディスクの電源が切断された状態のことです。つまり、コンピュータは省電力モードになります。再びコンピュータを使用するときに､すぐにスタンバイ状態を終了し､デスクトップを使用していたときの状態に復元します。作業中にしばらくの間コンピュータから離れるときは､スタンバイ状態を使って節電できます。スタンバイ状態ではデスクトップの状態をディスクに保存しないので､スタンバイ中に電源障害が発生した場合は､情報が失われることがあります。一方､休止状態にした場合､コンピュータのメモリの内容がすべてハードディスクに保存されます。コンピュータの電源を再び入れると､電源を切ったときに開いていたすべてのプログラムとドキュメントがデスクトップに復元されます。
解答: B　 [タスクバーを自動的に隠す]チェックボックスを外す

解説:特定のユーザーにのみタスクバーが表示されないため､そのユーザーのタスクバーが表示されない設定になっているか､タスクバーを自動的に隠す設定になっていることが考えられます
解答:　B　　タスクバーを画面の下部にドラッグアンドドロップする

解説:画面の右側にあるタスクバーを画面の下部にドラッグアンドドロップすることで､タスクバーを画面の下部に移動することができます。タスクバーは固定されていないため、ドラッグアンドドロップで移動することができます。

解答: B 　[コントロールパネル]の[地域と言語のオプション]の[言語]タブで英語を既定の言語に設定する

解説:[コントロールパネル]の[地域と言語のオプション]の[言語]タブにおいて､テキスト入力で使用する言語を設定することができます。入力言語とは､テキストの入力と表示に使用する言語です。

解答: D　[コントロールパネル]の[地域と言語のオプション]で地域を選択する

解説:[コントロールパネル]の[地域と言語のオプション]を使用すると､ヘブライ語､アラビア語、日本語､韓国語､および各ヨーロッパ言語(フランス語､スペイン語､ドイツ語など)をコンピュータにインストールできます。ドキュメントの作成時に使用する言語を選択できます。すると､選択した言語の文字セットが利用可能になります。韓国語の入力を行いたい場合､[地域と言語のオプション]で韓国語を選択する必要があります。

解答: C　[コントロールパネル]における[インターネットオプション]の[全般]タブで、[ユーザーの補助]をクリックする。[Webページで指定されたフォントスタイルを使用しない]のチェックをなくす。

解説:　Internet Explorer の既定のフォント設定を無効にして､ユーザーが選択したフォントの色､スタイル､サイズでWebページを表示するためには、[Webページで指定されたフォントスタイルを使用しない]のチェックをなくす必要があります。チェックした場合､フォントは全てTimes New Romanになります。

解答:　B　ツールバーの任意の位置で右クリックし、[チェック/コメント]を選択する。

解説:ツールバーで[チェック/コメント]を表示するためには､ツールバーの任意の位置で右クリックし、[チェック/コメント]を選択する必要があります。また､コメントを挿入するには以下の作業を行います。
1.コメントを追加する文字列や項目を選択するか､または文字列の末尾をクリックします。

2.[挿入]メニューの[コメント]をクリックします。

3.コメントの吹き出しにコメント文字列を入力します。
解答:　C　フォルダオプションで､暗号化されたファイルを異なる色で表示する設定を行う

解説:暗号化されたファイルを異なる色で表示する設定を､フォルダオプションで行うことによって､ファイルが暗号化されたかを確認することができます。

解答:　C　ショートカットの作業フォルダを変更する。

解説:ショートカットの作業ディレクトリを変更するためには､ショートカットのプロパティの｢作業フォルダ｣を変更します。
解答:　B　ショートカットのリンク先に間違いがある。

解説:エラーメッセージは､ショートカットが示す場所にファイルが存在しないことを伝えています。ファイルの削除や移動を行うなどしてファイルがなくなったことが理由として考えられます。ショートカット内に設定されているファイルへのパスが誤っている場合、この問題が発生しますので､選択肢「ショートカットのリンク先に間違いがある。」が正解になります。
解答:　ドメインのユーザーアカウントをローカルPower Usersに追加する

解説:プリンタを追加するには､ドメインのユーザーアカウントをローカルPower Usersに追加する必要があります。ローカルUsersには､十分な権限が与えられません。Power Users グループのメンバーは､ユーザーアカウントを作成できますが､変更または削除できるのは自分で作成したアカウントだけです。このグループのメンバーは、ローカルグループを作成し､作成したローカルグループからユーザーを削除できます。また､Power Users､Users､およびGuestsグループからユーザーを削除することもできます。
解答:　A  wake-on-LANが有効になっている。

解説:　wake-on-LANは､TCP/IPのプロトコルでＬＡＮに接続されたEthernetカードを利用して､あるパソコン(ホスト)の操作によって､もうーつのパソコン(リモート)の電源をＯＮにする機能です。この機能を利用することによって､突然､夜中にコンピュータを起動することができます。

解答:　A  BIOSのタイムアウトの設定をチェックする

解説:　APMは､Microsoft社とlntel社が共同で策定した､パソコンの電源管理に関する規格です。バッテリーの状態を5段階に分けて監視し､アプリケーションソフトが自動的に電源を切ったりすることができます。 BIOSの機能として実装されている。 1996年にはAPMに変わる規格として､OSが直接電力制御を行なうことができるACPIが制定されています。Windows XPの[電源オプション]で設定したものよりもBIOSのタイムアウトの設定が小さい時､スタンバイ状態から回復することに失敗してしまいます。これを防ぐためには､BIOSのタイムアウトの設定を最大値に設定する必要があります。
解答:　B　　クライアントPCでPPTPを利用するよう設定する。

解説:　IPSecを利用できない場合､PPTPを利用してセキュアな環境を構築することができます。PPTP(Point-to-Point Tunneling Protocol)は､Microsoft社によって提案された暗号通信のためのプロトコルです。 2台のコンピュータの間で情報を暗号化して送受信するので､インターネットを通じて安全に情報をやり取りできます。企業などで､インターネットを介した遠距離のLAN間接続や､社員がインターネットを通じて社内LANにアクセスするのに使われます。
解答:[接続]タブで、[通常の接続でダイヤルする]を選択する。

解説:[接続]タブで、[通常の接続でダイヤルする]を選択すると､インターネットに接続するときに､既定のダイヤルアップネットワークを用いて接続を自動的に行います。
解答:　A　　ICF

解説:DSLを利用してインターネット接続するときには､ICFを利用してクライアントPCを保護する必要があります。

DSLは､既存の電話回線を使った広帯域インターネット接続です。DSLモデムには内蔵型と外付け型があります。内蔵DSLモデムはコンピュータの拡張スロットに接続され､ネットワークアダプタを必要としません。外付けDSLモデムは、ネットワークアダプタを使用してコンピュータに接続されます。ICF(lntｅｍｅt Connection Firewall)は､ネットワークと外の世界との間の保護境界線として機能するセキュリティシステムです。インターネット接続ファイアウォール(ICF)はファイアウォールソフトウェアで､ホームネットワークまたは小規模オフィスネットワークからユーザーのネットワークのインターネットへ､またはその逆への通信情報に制限を設定するために使用します。

解答:　B  pfirewall.logファイルを参照する。

解説:ファイアウォールのログは､セキュリティログファイル(pfirewall.logファイル)に出力されます。セキュリティログファイルを表示するには、以下の作業を行う必要があります。
1.ネットワーク接続を開きます。

2.インターネット接続ファイアウォールが有効な接続をクリックし､[ネットワークタスク]で､[この接続の設定を変更する]をクリックします。

3.[詳細設定]タブで､[設定]をクリックします。

4.[セキュリティのログ]タブの[ログファイルのオプション]で､[名前]の下にある[参照]をクリックします。

5.pfirewall.logを表示させて右クリックし､[開く]をクリックします。

6.ログファイルをダブルクリックすると､ファイルが開いて内容が表示されます。

解答:　B  Ｗ３Ｃ拡張ログ形式

解説:インターネット接続ファイアウォール(ICF)のセキュリティログはＷ３Ｃ拡張形式です。
解答:　A  インターネット接続ファイアウォールで､入力トラフィックを許可するよう設定する。

解説:インターネット接続ファイアウォール(ICF)は､ネットワークと外の世界との間の保護境界線として機能するセキュリティシステムです。インターネット接続ファイアウォールはファイアウォールソフトウェアで､ホームネットワークまたは小規模オフィスネットワークからユーザーのネットワークのインターネットへ､またはその逆への通信情報に制限を設定するために使用します。インターネット接続ファイアウォールは､既定ではWebサイトへのアクセスを拒否してしまいます。変更するには､接続のプロパティで[詳細設定]を選択してから、[インターネット接続ファイアウォールの詳細]をクリックして設定を行う必要があります。
解答:　A  接続の[詳細設定]タブで、[詳細設定]をクリックしてICMPの設定を変更する。

解説:　pingコマンドを使うと､インターネット制御メッセージプロトコル(ICMP)のエコー要求メッセージを送信し、ICMPのエコー応答メッセージの受信を記録することができます。これらのメッセージにより、ネットワークまたはホストの通信エラーを検出し､TCP/IPの接続に関する一般的な問題のトラブルシューティングを行うことができます。インターネット接続ファイアウォール(ICF)では､既定ではICMPは利用しない設定になっています。これを利用する設定に変更することによって通信することができます。
解答:　E  インターネット接続ファイアウォールでは実現できない。

解説:インターネット接続ファイアウォールは､ネットワークと外の世界との間の保護境界線として機能するセキュリティシステムです。インターネット接続ファイアウォール(ICF)はファイアウォールソフトウェアで､ホームネットワークまたは小規模オフィスネットワークからユーザーのネットワークのインターネットへ､またはその逆への通信情報に制限を設定するために使用します。インターネット接続ファイアウォールを利用した場合でも､複数のウイルスやトロイの木馬がコンピュータに進入した場合､アドレス帳の閲覧やコンピュータを利用した攻撃の開始を行うことができてしまいます。
解答: B  [Windowsログオンドメインを含める]チェックボックスを選択する。

解説:[Windowsログオンドメインを含める]チェックボックスを選択すると､ダイヤルアップで接続を試みる前にログオンドメイン情報を要求します。ログオンドメイン情報を追加することによって､問題を解決することができます。この設定を行うためには､以下の作業を行う必要があります。
1.VPNの接続を選択した状態で右クリックし、[プロパティ]を選択する。

2.[オプション]タブを選択する。

3.[ダイヤルオプション]の[Windowsログオンドメインを含める]チェックボックスを選択する。

解答:　D  HTTPSプロトコルが利用するポート443番が閉じられている。

解説:航空券を購入するセキュアなWebサイトでのみ問題が発生していると考えることができます。この場合、HTTPSプロトコルが利用するポート443番が閉じられていることが原因と考えられます。

解答:
A  自宅のコンピュータで､インターネット接続ファイアウォール(ICF)を有効に設定する。

D  自宅のコンピュータのインターネット接続ファイアウォール(ICF)で､リモートデスクトップの利用を有効にする。

解説:　リモートデスクトップを使うと､別のコンピュータで作業しているときに、自分のコンピュータで実行しているWindowsセッションにアクセスできます。たとえば、自宅からオフィスのコンピュータに接続して､オフィスのコンピュータの前にいるかのようにアプリケーション､ファイル､およびネットワークリソースのすべてにアクセスできます。インターネット接続ファイアウォールを利用することによって、リモートデスクトップの利用を有効にすることができます。接続のプロパティで[詳細設定]タブを選択し、[インターネットからこのコンピュータへのアクセスを制限したり防いだりして､コンピュータとネットワークを保護する]をチェックします。次に[詳細設定]ボタンをクリックし､表示される画面でリモートデスクトップの利用を有効にすることができます。
解答:　A　　本社のコンピュータで､インターネット接続ファイアウォール(ICF)を無効に設定する。

解説:インターネット接続ファイアウォール(ICF)は､既定の設定でリモートデスクトップの利用を許可しません。変更するためには､ＲＤＰ(Ｒｅｍｏtｅ Desktop Ｐrｏtｏｃｏｌ)を許可する設定をインターネット接続ファイアウォールで行う必要があります。ＲＤＰは、リモートデスクトップで利用されるプロトコルです。インターネット接続ファイアウォールは､ネットワークと外の世界との間の保護境界線として機能するセキュリティシステムです。ホームネットワークまたは小規模オフィスネットワークからユーザーのネットワークのインターネットへ､またはその逆への通信情報に制限を設定するために使用します。
解答:　B　セルフパワー方式のUSBハブを利用する。

解説:　多くの機器がUSBポートを使用しているために接続できない問題が起こっています。ハブを利用することによって、問題は解決することができます。
解答:
A  ポケットPCの専用ソフトウェアを､一時的に無効に設定する。

B  シリアルポートをUSBポートに変換するアダプタを利用して､カメラを接続する。

解説:ポートが開いたままで切断したため､ポケットPCは接続されていないにも関わらず､Windows XPはPCシリアルポートが占有されていると認識しています。これは､ポケットPCの専用ソフトウェアがポートを保持しているために起きた問題です。従って､問題を解決するには､以下の2つの方法があります。
1.ポケットPCの専用ソフトウェアを､一時的に無効に設定する。

2.シリアルポートをUSBポートに変換するアダプタを利用して､カメラを接続する。

解答:　A  USBをPS/2に変換するアダプタを利用して､キーボードを接続する。

解説:キーボードは､ＰＳ/2アダプタでも接続することができます。従って､USBをＰＳ/2に変換するアダプタを利用してキーボードを接続することで､USBポートを利用してポケットPCをポータブルPCに接続することができます。ＰＳ/2ポートは､ＩＢＭ社が1987年4月に発表したPC/ＡＴ互換パソコン｢ＰＳ/2｣で初めて採用されたキーボードやマウスを接続するコネクタの規格です。
解答:　B  運用管理者に､PS52のDNSレコードを修正するよう依頼する。

解説：　DNSは､ドメインホストとIPアドレスとを結びつけるデータベースとして様々な情報を提供しています。DNSで取り扱うことのできるホストの属性は､DNSレコードという形で決められており、DNSでは､ホスト名とIPアドレスの他にそのホストに対するDNSレコードも設定します｡DNSレコードを構成する要素のーつである｢ＰＴＲＩＰ｣は､IPアドレスからホスト名への対応を示します。ユーザーは､IPアドレスを指定した場合にはPS52に接続できますが､コンピュータ名を指定した場合にはPS52に接続できません。従って､PS52のDNSレコードを修正する必要があります。

解答:　B  ユーザーのコンピュータで､ipconfig /renewコマンドを実行する。

解説:プライベートアドレスである169.254.117.54を利用しているため、問題が起きてしまいます。 ipconfig /renewコマンドを実行することによって､新たなIPアドレスを取得することができるため、問題を解決できます。

解答:　C　　DNSサーバーの設定を変更する。

解説:他のコンピュータに接続できるため､ネットワークに接続することに問題はありません。また､MicrosoftExchange Server 2003はメールの送受信に必要なDNSの設定を行う必要があります。従って､Microsoft ExchangeServer 2003に接続するためにDNSを変更する必要があると考えられます。

解答:　Ipconfig /flushDNSコマンドを実行する。

解説:　FS04は置換されているため、ユーザーのコンピュータがDNSサーバーから取得した情報は変更される必要があります。 Ipconfig /flushDNS コマンドを使うと、DNSから取得した情報のキャッシュをフラッシュしてリセットできます。

解答:　D コンピュータを再起動してBIOSセットアップスクリーンを表示し､lrDAﾎﾟｰﾄを有効に設定する。

解説:　BIOSセットアップスクリーンを表示し､lrDAポートを有効に設定することで赤外線ポートを開くことができるため、問題を解決することができます。赤外線データ通信にはlrDAという標準規格があります。ほとんどの赤外線ポートはlrDA通信ポートを利用します。
解答:　C  Usersグループに印刷権限のみを与えるように､共有プリンタ上で権限を変更する。

解説:ユーザーが印刷を行うためには､共有プリンタの印刷権限が必要となります。ドキュメントの管理権限は､要件を満たす上では過剰な権限となるため誤りとなります。

解答:　A  Usersグループがフルコントロールの権限を与えられるよう、共有ドキュメントフォルダの権限を変更する。

解説:全てのユーザーが共有ドキュメントフォルダにある､全てのフォルダやファイルに対してフルコントロールの権限を得るためには､Usersグループがフルコントロールの権限を与えられるよう、共有ドキュメントフォルダの権限を変更する必要があります。共有フォルダには次の個人用フォルダと同じ種類のフォルダが含まれています。マイドキュメント､マイピクチヤ､およびマイミュージックフォルダです。共有ドキュメント､共有ピクチヤ､および共有ミュージックフォルダは､コンピュータを使用するすべてのユーザーがアクセスできるファイル､画像､および音楽を格納する場所です。
解答: B  [プライバシー]タブで､インターネットゾーンのプライバシー設定を[中一高]に設定する。

解説: [プライバシー]タブで､インターネットゾーンのプライバシー設定を[中一高]に設定すると、明示的な同意なしに個人を特定できる情報を使用するサードパーティのCookieをブロックすることができます。
サードパーティのCookieは､現在表示しているWebサイト以外のWebサイトで作成されたもの、またはそこに送信されるものです。サードパーティWebサイトでは通常、現在表示しているWebサイトのコンテンツの一部を提供しています。たとえば、多くのサイトがサードパーティWebサイトの広告を使用していますが､それらのサードパーティWebサイトでCookieが使用されていることがあります。

解答:　A  クライアント

解説:オフラインファイルを使用するようにコンピュータを設定した後､オフラインで共有ネットワークファイルを使用できるようにするにはクライアントで以下の作業を行います。
1.マイコンピュータを開きます([スタート]をクリックしてから[マイコンピュータ]をクリックします)。

2.ネットワークドライブをダブルクリックして内容を表示します。マイコンピュータにネットワークドライブへのリンクがない場合、ドライブ文字を共有ネットワークリソースに割り当てる必要があります。

3.オフラインで使用したい共有ネットワークファイルまたはフォルダをクリックします。

4.[ファイル]メニューの[オフラインで使用する]をクリックします。このオプションは､上記のオフラインファイルを使用するための設定を実施してからでないと[ファイル]メニューには表示されません。

5.ネットワークファイルまたはフォルダをオフラインで使用不可にするには､項目を右クリックし､[オフラインで使用する]をもう一度クリックしてチェックマークをオフにします。
解答: A  共有フォルダの管理コンソール

解説:キャッシュの設定を変更するためには､共有フォルダの管理コンソールを利用して以下の作業を行う必要があります。
1.コマンドプロンプトで､%systemroot%\system32\fsmgmt.mscと入力し､共有フォルダの管理コンソールを実行します。

2.[共有]を選択します。

3.設定したい共有フォルダを選択した状態で右クリックし、[プロパティ]を選択します。

解答:　A  fsmgmt.msc

解説:キャッシュの設定を行う管理コンソールは､fsmgmt.mscコマンドを実行することで表示されます。キャッシュの設定を行うには､共有フォルダの管理コンソールを利用して以下の作業を行う必要があります。

1.コマンドプロンプトで､%systemroot%\system32\fsmgmt.mscと入力し､共有フォルダの管理コンソールを実行します。

2.[共有]を選択します。

3.設定したい共有フォルダを選択した状態で右クリックし、[プロパティ]を選択します。

解答:　A  サーバーの文書が開かれる。

解説:クライアントPCにキャッシュされた文書を開くときには､サーバーのオリジナル文書も開かれ､他のユーザーがその文書をキャッシュすることを防ぎます。オフラインファイルは､ファイルサーバー上に存在するファイルのコピー(キャッシュ)をクライアント上に作成する機能です。これにより、クライアントがネットワークから切り離されたあとも､ユーザーはあたかもネットワークに接続しているかのようにファイルにアクセスできます。
解答:　B  読み込みは可能だが､変更は不可能な状態でキャッシュされる。

解説:共有フォルダの管理コンソールで､設定対象の共有フォルダを選択してから[プログラムの自動キャッシュ]を選択すると､ファイルを含む共有フォルダにオフラインアクセスできます。ただし､変更はできません。このキャッシュオプションは､ファイルの変更を除いて､ファイルをオフラインで読み取り､参照､または実行可能とする場合に適しています。[プログラムの自動キャッシュ]では､何らかの方法でネットワークバージョンにアクセスすることなく直接オフラインでファイルを開くことができるためネットワークトラフィックを削減できます。また､通常はネットワークバージョンより迅速に起動したり実行したりできます。
プログラムの自動キャッシュを使用する場合は､共有フォルダ内のファイルのアクセス許可を¨読み取り専用¨に制限するようにしてください。
解答:　
A  ログオフ

B  ログオン

解説:既定では､オフラインファイルやフォルダはログオフしたときとログオンしたときに同期されます。オフライン項目を同期するには以下の作業を行います。

1.同期マネージヤを開きます。

2.割り当てられたネットワークドライブまたはInternet Explorer のオフラインWebページなど､同期するオフライン項目の横にあるチェックボックスをオンにします。

3.[同期]をクリックします。

解答:　A   Iexplore -nohome

解説:ホームページを表示せずにInternet Explorerを起動するためには、Iexplore -nohomeコマンドを実行する必

要があります。
解答:　D  Ipconfig /releaseコマンドを実行してから、Ipconfig /renewコマンドを実行する。

解説:ユーザーのIPアドレスとＤＨＣＰサーバーのIPアドレスが一致しなかったため、pingコマンドによって接続を確認できなかったと考えられます。従って、Ipconfig /releaseコマンドを実行してから、Ipconfig /renewコマンドを実行することで再度IPアドレスを取得することによって問題を解決することができます。Ipconfigは､ネットワーク接続の設定情報を表示するコマンドです。ＭＡＣアドレスの表示や､IPアドレスの表示､解放、再取得も出来ます。

解答:　B  ネットワークに接続するためのハードウェアが存在しないことが問題である。

解説:ネットワーク接続が存在せず､メールのアクセスもできず､ネットワークドライブの設定にアクセスできず､デフォルトゲートウェイにも接続できないことから､４つの選択肢の中では､ネットワークに接続するためのハードウェアが存在しないことが最も適切な選択肢であると考えられます。
解答:　C  ユーザーのコンピュータで､DNSサーバーのアドレスが正しく設定されていることを確認する。

解説:DNSサーバーは､インターネット上でのコンピュータの名前にあたるドメイン名を､住所にあたるIPアドレスと呼ばれる4つの数字の列に変換するコンピュータです。ユーザーはドメイン名でインターネットにアクセスすることができないため、DNSサーバーのアドレスが正しく設定されていることを確認する必要があると考えられます。
解答: D  [インターネットオプション]で、[LANの設定]の[設定を自動的に検出する]をチェックする。

解説:他のユーザーはWebサイトに接続できるため､プロキシサーバーなどの設定に問題があることが考えられます。[設定を自動的に検出する]を選択すると､プロキシサーバーの設定や自動構成を自動的に検出することができます。この設定はインターネットに接続するときに利用されます。
解答:　C 簡易ファイルの共有を無効に設定し､ファイルを含むフォルダを共有する。フォルダの[共有]の[アクセス許可]で､Salesグループのみが読み取りと変更の権限をもつよう設定を変更する。

解説:salesグループにのみにフォルダの読み取りと変更の権限を与えるためには､簡易ファイルの共有を無効に設定してから､フォルダの[共有]の[アクセス許可]で､Salesグループのみが読み取りと変更の権限をもつよう設定を変更する必要があります。簡易ファイルの共有を無効にすると､個々のユーザーのアクセス許可を細かく制御することができます。ただし､フォルダやファイルのセキュリティを低下させないために､NTFSアクセス許可と共有アクセス許可についての詳細な知識が要求されます。簡易ファイルの共有を無効にしても､共有ドキュメント機能は無効になりません。

解答:　D　　ローカルアドミニストレーター権限を持つユーザーでコンピュータにアクセスし､UsersグループがフルコントロールをもつようNTFSアクセス権限を変更する。

解説:アクセスに関するエラーが発生しているため、問題を解決するためにはユーザーに十分な権限が与えられる必要があります。ローカルアドミニストレーター権限を持つユーザーでコンピュータにアクセスし､UsersグループがフルコントロールをもつようNTFSアクセス権限を変更することによって､ユーザーにはファイルを削除するために必要な権限が与えられます。

解答:　A　　防ぐ。

解説:　Outlook Expressの既定の設定では､ウイルスの可能性がある添付ファイルをユーザーが保存することを防ぎます。[ツール]メニューの[オプション]、[セキュリティ]タブの[ウイルス防止]の下にある[ウイルスの可能性がある添付ファイルを保存したり開いたりしない]チェックボックスによって、ウイルスの可能性がある添付ファイルをユーザーが保存できないように設定することができます。Outlook Expressの既定の設定ではオンになっています。

解答:　B　　共有フォルダのオブジェクトアクセスの監査ポリシーを有効にする。

解説:操作ベースの監査では､ファイルおよびフォルダに対する操作を監査できます。つまり、読み取りや書き込みなどの操作を監査するよう監査を設定することや､オブジェクトアクセスの監査を設定することができます。たとえば､ファイルへの書き込みの監査を有効にしている場合は､ファイルに書き込みを行うと操作の監査が生成されます。オブジェクトアクセスの監査ポリシーを有効にするには、以下の作業を行います。

1.[ローカルセキュリティ設定]を開きます。

2.コンソールツリーで､[監査ポリシー]をダブルクリックします。

3.[オブジェクトアクセスの監査]をダブルクリックし､[オブジェクトアクセスの監査のプロパティ]で[これらのポリシーの設定を定義する]チェックボックスをオンにします。

4.次のいずれか､または両方の操作を行います。

成功した試行を監査するには､[成功]チェックボックスをオンにします。

失敗した試行を監査するには､[失敗]チェックボックスをオンにします。

解答:　A  最新のウイルス定義ファイルを取得する。

解説:　ウイルススキャンを実行するためには､最新のウイルス定義ファイルを取得する必要があります。ウイルス定義ファイルは､コンピュータウイルスに感染したファイルや､ネットワーク上で自己複製を繰り返すワームプログラムの特徴を収録したファイルです。アンチウィルスソフト(ワクチンソフト)がコンピュータウイルスやワームを検出するのに使います。

解答:　B　　最新のウイルス定義ファイルを取得し､スキャンを実行する。

解説:　ワーム型のウイルスに感染しているために問題が起こることが考えられます。従って、問題を解決するためには､最新のウイルス定義ファイルを取得し､スキャンを実行する必要があります。ワームは、自己増殖を繰り返しながら破壊活動を行なうプログラムです。以前はCD-ROMやフロッピーディスクなどに潜伏して感染するものが主流でしたが､近年ではインターネットの普及により、電子メールなどを介して爆発的な速度で自己増殖するものが出現し､問題となっています。ウイルス定義ファイルは､コンピュータウイルスに感染したファイルや､ネットワーク上で自己複製を繰り返すワームプログラムの特徴を収録したファイルです。アンチウィルスソフト(ワクチンソフト)がコンピュータウイルスやワームを検出するのに使います。

解答:　
A　　Ａｃtiｖｅｘコントロール
B　　Javaアプレット

C　　スクリプト

解説:アクティブコンテンツとは､株価表示、天気図、ニュースなどのように、一定の間隔で自動的に更新され､インターネットに接続しているパソコンに配信される動的なコンテンツのことです。規定では、Internet Explorerは､ＡｃtiｖｅｘコントロールとJavaアプレット､スクリプトをダウンロードすることができます。
解答:　
A　　ダウンロードとインストール

B　　ダウンロードしない
C　　選択肢のヘルプメッセージを表示する
解説:セキュリティ警告では､ダウンロードとインストール､ダウンロードしない､選択肢のヘルプメッセージを表示する、の3つの選択肢が与えられます。セキュリティ警告画面は､開こうとしているWebサイト､もしくはダウンロードしようとしているファイル(ソフトウェア)などが安全であるかを確認するために表示されるもので､そのWebサイト､ファイルなどが既に作成者側で安全性を保証している場合､その作成者名が表示されますが､これを信頼するかどうかの判断はコンピュータを使用している本人に委ねられます。

解答:　C　　最新のウイルス定義ファイルをダウンロードしてから、ウイルススキャンを実行する。

解説:ユーザーのコンピュータのウイルス定義ファイルではウイルスを検出できない可能性があります。問題を解決するためには､最新のウイルス定義ファイルを取得し､スキャンを実行する必要があります。ウイルス定義ファイルは､コンピュータウイルスに感染したファイルや､ネットワーク上で自己複製を繰り返すワームプログラムの特徴を収録したファイルです。アンチウィルスソフト(ワクチンソフト)がコンピュータウイルスやワームを検出するのに使います。

解答:　B　自動更新を有効に設定する。

解説:　自動更新を有効に設定すると､最新のWindowsのセキュリティ対策が行われます。自動更新はMicrosoft社が提供するサービスのひとつです。ウイルスやワーム攻撃の被害を受けてしまうことになるかもしれない問題を解決するため､Windowsオペレーティングシステムに緊急な更新を自動で提供します。このため、Microsoftは自動更新サービスを使い､定期的に自動更新を実行するオプションを設定することが推奨されています。

解答:　C　　Ｄドライブについて、Everyoneのアクセス許可を変更する。

解説:認証されていないユーザーの削除と変更の作業を追跡するためには、Everyoneのアクセス許可を変更する必要があります。アクセス許可は、あるオブジェクトまたはオブジェクトのプロパティについて､ユーザーまたはグループに許可されるアクセスの種類を定義します。たとえば､Financeグループに対しては､payroll.datファイルの¨読み取り¨および¨書き込み¨アクセス許可を与えることができます。アクセス許可はファイル､Active Directoryオブジェクト、レジストリオブジェクトなど､セキュリティで保護されたオブジェクトに適用されます。

解答:　B　開発者のアカウントを開発者のコンピュータのAdministratorsグループに追加する。

解説:開発者が必要とする操作を行ためには､アカウントを開発者のコンピュータのAdministratorsグループに追加する必要があります。 Administrators グループのメンバーは､最大の既定のアクセス許可を持ち、自身のアクセス許可を変更することができます。
解答:　B　　ワイヤレスネットワークのプロパティにある[ワイヤレスネットワーク]で、[データの暗号化(ＷＥＰ有効)]を選択する。次に､ネットワークキーを入力する。

解説:ユーザーが支社でワイヤレスネットワークを使用するためには、[データの暗号化(ＷＥＰ有効)]を選択してから､ネットワークキーを入力する必要があります。以下の順に作業を行います。
1.[データの暗号化(ＷＥＰ有効)]にチェックを入れます。

2.[キーは自動的に提供される]のチェックを外します。

3.[ネットワークキー]と[ネットワークキーの確認入力]のテキストボックスに設定された[ＷＥＰキー(暗号化のキー)]を入力します。

4.[ＯＫ]ボタンをクリックします。
解答:　A　　フォルダ
解説:暗号化はフォルダ単位で行います。フォルダが暗号化された場合､フォルダ内の全てのファイルは暗号化されます。文書の作成中には文書のコピーが作成されますが､ファイルのみ暗号化している場合､コピーの文書は暗号化されません。

解答:　A　　メモ帳

解説:Cookieファイルはメモ帳で参照することができます。Cookieは､Webサイトの提供者がWebブラウザを通じて訪問者のコンピュータに一時的にデータを書き込んで保存させる仕組みです。Cookieにはユーザーに関する情報や最後にサイトを訪れた日時､そのサイトの訪問回数などを記録しておくことができます。 Cookieはユーザーの識別に使われ､認証システムや､ＷＷＷによるサービスをユーザーごとにカスタマイズするパーソナライズシステムの要素技術として利用されます。

解答:　A　　Cookies

解説:クッキーは､“Cookieｓ”フォルダに保存されています。従って､コンピュータにあるCookieを全て削除するためには､このフォルダを削除する必要があります。Cookieは､Webサイトの提供者がWebブラウザを通じて訪問者のコンピュータに一時的にデータを書き込んで保存させる仕組みです。Cookieにはユーザーに関する情報や最後にサイトを訪れた日時､そのサイトの訪問回数などを記録しておくことができます。 Cookieはユーザーの識別に使われ､認証システムや､ＷＷＷによるサービスをユーザーごとにカスタマイズするパーソナライズシステムの要素技術として利用されます。

解答:　A　　ステータスバーにあるアイコンを確認する。

解説:Internet Explorerでは､Cookieの設定によってWEBサイト訪問時にCookieが制限されたときにはステータスバーにプライバシーレポートのアイコンが表示されます。Cookieは､Webサイトの提供者がWebブラウザを通じて訪問者のコンピュータに一時的にデータを書き込んで保存させる仕組みです。Cookieにはユーザーに関する情報や最後にサイトを訪れた日時､そのサイトの訪問回数などを記録しておくことができます。 Cookieはユーザーの識別に使われ､認証システムや､WWWによるサービスをユーザーごとにカスタマイズするパーソナライズシステムの要素技術として利用されます。

解答:　A　　P3P

解説:　Ｐ３Ｐは､Internet Explorer 6.0のCookie管理機能をサポートしています。プライバシーポリシーの一部としてＰ３Ｐに準拠したWebサイトは､Cookieに対するポリシー情報を提供できます。
解答:　
A　　コンパクトポリシーを持たないサードパーティWebサイトからのCookieをブロックする。

B　　明示的な同意を得ずに個人情報を使用するサードパーティWebサイトからのCookieをブロックする。

C　　暗黙的な同意を得ずに個人情報を使用するファーストパーティWebサイトからのCookieをブロックする。

解説:プライバシーの設定を行う際に[中一高]を選ぶ場合、以下の設定になります。

･コンパクトポリシー(コンピュータで読み込むことができる圧縮されたプライバシーステートメント)を持たないサードパ

ーティWebサイトからのCookieがブロックされます。

・明示的な同意を得ずに個人情報を使用するサードパーティWebサイトからのCookieがブロックされます。

･暗黙的な同意を得ずに個人情報を使用するファーストパーティWebサイトからのCookieがブロックされます。

解答:　C　中

解説:　Internet Explorerのプライバシーのレベルは､既定では[中]が選択されています。・全てのCookieをブロック

解答:　
A　　イントラネット

B　　インターネット

C　　信頼済みサイト

D　　制限付きサイト

解説:Internet Explorerの定義するWebコンテンツのセキュリティゾーンには以下の4つが存在します。

･イントラネット

･インターネット

･信頼済みサイト

･制限付きサイト

解答:　
A　　ほかのゾーン(信頼済みサイトや制限付きサイト)にないローカル(イントラネット)のサイト
B　　プロキシサーバーを使用しないサイト

C　　全てのネットワークパス(ＵＮＣ)

解説:Internet Explorerのイントラネットゾーンには､システム管理者がローカル(イントラネット)サイトとして指定した全てのサイトが含まれます。
解答:　A　　コンテンツアドバイザを設定する。

解説:コンテンツアドバイザは､コンピュータからアクセスできるインターネット上のコンテンツの種類を制御することができます。コンテンツアドバイザを有効にすると､規制されていないコンテンツや､指定した条件を満たさないコンテンツは表示されなくなります。すなわち、ユーザーが制限を越えたWebサイトにアクセスした際にInternet ExplorerがWebサイトを表示しないように設定できます。
解答:　A　　ユーザーに､スーパバイザパスワードを与える。

解説:スーパバイザパスワードを使用すると､コンテンツアドバイザの設定を変更したり､オン／オフを切り替えたりできます。パスワードを変更するには､以下の作業を行う必要があります。

1.[コントロールパネル]の[インターネットオプション]を選択する。

2.[コンテンツ]タブを選択する。

3.[コンテンツアドバイザ]で[全般]タブを選択し、[パスワードの作成]ボタンを選択する。

解答:　A　　RSACi

解説:既定では､Internet ExplorerはRSACiによるインターネット･レイテリングシステムを利用しています。
解答:　A　　4

解説:　Internet ExplorerではRSACiによるインターネット･レイテリングシステムが利用されています。 RSACiは､スタ

ンフォード大学で20年以上にわたり、メディアが子どもに与える影響を研究してきたDonald Ｆ. Roberts博士の研究成

果に基づいてＲＳＡＣが作成したレイティング基準です。
同基準では､暴力・ヌード・セックス・言葉など4つのカテゴリーがあげられています。
解答:　B　　インターネットゾーン　　、C　　　制限付きサイト

解説:Outlook Expressは､2つのセキュリティゾーンをInternet Explorerと共有します。
2つのセキュリティゾーンは､インターネットゾーンと制限付きサイトです。
以下の作業を行うことによって､使用するセキュリティゾーンを設定することができます。
1. Outlook Expressの[ツール]メニューを選択し、[オプションを]クリックする。

2.[セキュリティ]タブを選択する。

3.使用するInternet Explorerセキュリティゾーンを選択する。

解答:　A 利用するべきである。

解説:　自動キャッシュはネットワーク接続の信頼性が低い場合や不安定な場合に使用すると便利です。

解答:　D　保障されない。

解説:　自動キャッシュはサーバーのリソースをクライアントにコピーすることを必要としないため､手動キャッシュに比較

して便利で簡易に利用できる機能です。しかしサーバーのリソースがキャッシュされることは保証しません。
解答:　A～D　すべて
解説:　Internet ExplorerではRSACiによるインターネット･レイテリングシステムが利用されています。 
レイティング基準を利用するInternet Explorerでは､4つのカテゴリーがあげられています。

解答:　 B　ほかのアプリケーションがユーザーの名前でメールを送信しようとしたら警告する。
C　使用するInternet Explorerのセキュリティゾーンは､制限付きサイトゾーン。

解説:　既定のOutlook Expressのセキュリティセクションの設定は､使用するInternet Explorerのセキュリティゾーンは

制限付きサイトゾーンであり、ほかのアプリケーションがユーザーの名前でメールを送信しようとしたら警告します。

Outlook Expressのインストール後に、以下の作業を行うと既定の設定を確認することができます。

1.[ツール]メニューを選択し、[オプションを]クリックする。

2.[セキュリティ]タブを選択する。

解答:　D　自動的に新しい[インターネット一時ファイル]設定を設定する。

解説:インターネットオプションの[全般]タブ上の[インターネット一時ファイル]セクション内の[設定]内で､[保存して

いるページの新しいバージョンの確認]設定を[自動的に確認する]に設定すると、以前に表示したページに再びアクセ

スする際､最後に表示したときからページが更新されていないかどうかを適当な頻度で確認するようになります。

このオプションを選択すると､Internet Explorerを前回起動したとき、または前日に表示したページに再びアクセスするときにのみ更新が確認されます。
このオプションを選ぶと､以前に表示したページを再び表示する際の速度が速<なる場合があります。
特定のページの最新版を見る場合は､このオプションを選択しているときでも､そのページを表示してツールバーの[更新]ボタンをクリックします。

解答:　B 彼が使用したい外国語のための入力言語をインストールする。

解説:Windows XP は全世界で合計25種類の言語バージョンが出荷されています。各言語版を使用している場合でも､言語版以外の種類の言語によるドキュメントの表示や文字の入力、印刷を行うには、[コントロールパネル]の[地域と言語のオプション]から､69種類の言語の文字セットを選択します。

WindowsXPでは文字コードにUnicodeを採用しているため、より幅広い種類の言語を扱うことができます。

解答:　A　ホームページＵＲＬをカスタマイズするためのグループポリシーオブジェクト(ＧＰＯ)が有効になっている。

解説:インターネットオプション内の[全般]タブ上のホームページセクションでは､現在ホームページ(スタートページ)として設定されているページのインターネットアドレスが表示されます。ホームページはInternet Explorerを起動すると､最初に表示されるページです。ツールバーの[ホーム]ボタンをクリックすると､いつでもホームページに戻ることができます。
グループポリシーオブジェクト(ＧＰＯ) [ユーザーの構成]-[管理用テンプレート]-[lnternet Explorer]内にある[ホームページの設定の変更を許可しない]を有効にすると､ブラウザのホームページを変更できないようになります。
このポリシーを有効にすると､ユーザーは､[インターネットオプション]ダイアログボックスにある[全般]タブの[ホームページ]グループボックスの設定を使用できなくなります。
解答:　D \\Server1\Docsフォルダ上のNTFSアクセス許可を変更するように､管理者に指示する。

解説:共有フォルダへのアクセスは､共有アクセス権およびNTFSアクセス権の２つのユーザーレベルアクセス権で制御されます。
共有アクセス権は､ネットワーク経由でアクセスされた場合に適用され、NTFSアクセス権はネットワーク経由およびローカルアクセスどちらにも適用されます。同じフォルダに共有アクセス権とNTFSアクセス権の両方が適用された場合､ネットワークからアクセスに対しては両方のアクセス権が順次適用されるため､結果としてより厳しいアクセス権が適用されます。
例えば､共有アクセス権でフルコントロール､NTFSアクセス権で読み取りが許可されたユーザーの場合､読み取りアクセス権しか与えられません。
この問題では､図中で共有アクセス許可に関しては､ユーザーが適切なアクセス許可を持っていることが図から確認できますので､読み取り以上のNTFSアクセス許可をこのユーザーに与えることで､\\Server1\Docsフォルダ上の読み取りアクセス許可を与えることが出来ます。

解答:　C 指定されたスケジュールで自動的に更新をダウンロードし､インストールするように自動更新を設定させる。

解説:　自動更新を有効に設定すると､最新のWindowsのセキュリティ対策が行われます。
自動更新はMicrosoft社が提供するサービスのひとつで、ウイルスやワーム攻撃の問題を解決するため､Windows OSに緊急な更新を自動で提供します。このためMicrosoftは自動更新サービスで定期的に自動更新を実行するように推奨しています。問題中では既知のWindows OSの脆弱性に関して守られていることを保証したいと言っていますので、自動更新を有効にする必要があります。
解答:　B　Microsoft Windows Update Web サイトに接続し､彼女のコンピュータをスキャンさせる。

解説:　Windows Update は､Windowsをオンラインで拡張する機能で､コンピュータを最新の状態に保つために使います。 Windows Update を使って､コンピュータのオペレーティングシステム､ソフトウェアプログラム､およびハードウェアの更新ファイルを選択します。 Windows Update では､使用しているコンピュータがスキャンされ､そのコンピュータのソフトウェアとハードウェアに適用できる更新ファイルのみが提供されます。利用可能な更新ファイルを見つけるには、ヘルプとサポートセンターにある｢Windows Update｣を開き、Windows Update のホームページで､[利用できる更新をスキャン]をクリックします。

この問題では､最新のWindowsセキュリティパッチを彼女のコンピュータに適用することを保証する必要があると言っていますので､彼女にWindows Update Web サイトに接続させ､最新の更新を適用させる必要があります。

解答:　C Usersグループが読み取りと変更アクセス許可を持つように､MyDocs上の共有アクセス許可を変更するように､マネージャに指示する。

解説:共有フォルダへのアクセスは､共有アクセス権およびNTFSアクセス権の２つのユーザーレベルアクセス権で制御されます。
この問題では、ドメインユーザーアカウントを持つユーザーたちにアクセスを許可したいと述べています。　既定では､特定のドメインで作成したすべてのユーザーアカウントはDomain Usersグループに自動的に追加され､ドメイン内のDomain Usersグループは同じドメインのUsersグループのメンバーになります。　これらのユーザーたちに適切な共有アクセス許可を与える必要がありますので､選択肢Cが正解になります。

解答:　B 管理者権限を持つアカウントを使用してユーザーのコンピュータにログオンする。プリンタをインストールする。

解説:プリンタドライバを新規インストールまたは更新するには､管理者またはAdministratorsグループのメンバーとしてログオンしている必要があります。この問題では､ユーザーにコンピュータ上の不必要なアクセス許可を与えるものであってはならないということなので､あなたの管理者アカウントを使用してプリンタをユーザーのためにインストールしてあげることで､要件を満たすことが出来ます。

解答:　ハードディスクのための外部電源アダプタを入手する。

解説:外付けIEEE 1394 (FireWire)ハードディスクを使用するためには､外部AC電源アダプタを使用してハードディスクに対して電源を提供する必要があります。　選択肢「ハードディスクのための外部電源アダプタを入手する。」が正解になります。
解答:　D  TCP/IPプロパティ内の[DNSサーバーのアドレスを自動的に取得する]を選択する。

解説:インターネット上のWebサイトへのPingを適切に行なえていることからIPアドレス設定、およびプロキシ設定には問題が無いことがわかります。また､"The page cannot be found."エラーメッセージが出ていることからもセキュリティレベルの問題でないことも判断できます。
このユーザーが自宅で使用しているＩＳＰの指示で設定を変更したことから､このＩＳＰが指定したDNSサーバーのアドレスをTCP/IPプロパティ内に入力したことで､社内で使用されているDNSサーバーのアドレス(DHCPサーバーから取得される)を取得できていないと考えられるため、TCP/IPプロパティ内で、[DNSサーバーのアドレスを自動的に取得する]を選択することで､社内DHCPサーバーから適切なDNSサーバーのアドレスを取得することができます。

解答:　D　このユーザーのコンピュータ上に､正しいDNSサーバーのIPアドレスを設定する。

解説:あなたのコンピュータからコンピュータ名によってMail1へPing出来ていることからMail1と言うホスト名を名前解決できることがわかります。　また､このユーザーのコンピュータからIPアドレスを使用してMail1へPing出来ていることから、このユーザーのコンピュータ上には正しいIPアドレスが設定されていることがわかります。
以上から考えられる可能性としては、このユーザーのコンピュータで名前解決が適切に行なわれていないためにMail1への接続に失敗しているということがあげられます。この場合、このユーザーのコンピュータ上に正しいDNSサーバーのIPアドレスを設定する必要があります。

解答: A  DHCPサーバーが利用できていない。
解説: ipconfig /allコマンドの結果から、｢Dhcp Enabled｣の項目が｢Nｏ｣となっていることから、正解は｢DHCPサーバーが利用できていない。｣となります。

解答:　D 接続タブ上で､[ネットワーク接続が存在しないときには､ダイヤルする]オプションを選択する。

解説:　このユーザーは､彼がオフィスにいる際にはオフィスのネットワーク接続を使用してインターネットに接続し、自宅にいる際にはダイヤルアップを使用してインターネットに接続していることがわかります。
インターネットオプション内の接続タブ上で､[ネットワーク接続が存在しないときには､ダイヤルする]オプションを選択すると､Internet Explorer は、｢ローカルエリアネットワーク(LAN)｣が利用不可である場合にだけ、ダイヤルアップを使用するようになります。　

解答:　C　ユーザーに､デスクトップ上のショートカットを削除するように伝える。Ｄドライブ上のApp1を再インストールするように管理者に指示する。

解説:　 あなたはＤドライブ上にある実行ファイルを使用してもアプリケーションの実行に失敗しているので､単にショートカットを修正・作成するだけでは問題を解決出来ません。　ユーザプロファイルも関係ありませんので、正解はショートカットを一度削除し､App1を再インストールするになります。　
解答:　C  リモートアシスタンスを使用してユーザーのコンピュータに接続する。リモートアシスタンスウィンドウを使用してネットワークインストールポイントに接続し､適切な.msiファイルをダブルクリックすることでOfficeセットアップを再実行する。

解説:リモートアシスタンスを使うと､管理者などがインターネット接続によってユーザーのコンピュータにアクセスして､ユーザーの支援することができます。
この問題では､ユーザーのインストールを支援する必要があります。問題中では､前回のOfficeインストールは失敗に終わり、ロールバックされていると言っていますので､現在ユーザーのコンピュータ上にはOfficeはインストールされていません。　このため､プログラムの追加と削除からOfficeの削除を行なう必要がありません。　リモートアシスタンスウィンドウを通してOfficeセットアップ用の適切な.msiファイルをダブルクリックすることでOfficeのセットアップを再実行することができ､ユーザーのコンピュータ上で行なわれているインストール処理を確認することが出来ます。　
解答:　D 新着メッセージの確認間隔を短くする。

解説:　Outlook Express の新着メッセージの確認間隔は､[ツール]→[オプション]を選択後､[オプション]ダイアログボックスの[全般]タブ内の[メッセージ送受信]セクション内で設定することが出来ます。[新着メッセージをチェックする]の右側にある[～分ごと]の値を変更することで新着メッセージの確認間隔を変更することが出来ます。　ここに指定した間隔で､電子メールサーバに新着メッセージが届いたかどうかが自動的に確認されます。
この問題では､このユーザーが送受信ボタンをクリックしなくても新しいEメールメッセージをより早く受け取れるようにすればよいので､この新着メッセージの確認間隔を短くする（たとえば1分にする）ことによって､ユーザーの要望を満たすことが出来ます。　
解答:　 B  www.kaisha.comを信頼済みサイト一覧に追加する。
解説:　Internet Explorerでは､インターネット全体をセキュリティレベルの異なる複数のゾーンに区分して､必要なセキュリティレベルに応じてWebサイトを適切なゾーンに割り当てることができるようになっています。
次の４つのゾーンがあります。

・インターネットゾーン　・イントラネットゾーン　・信頼済みサイト　・制限付きサイト

インターネットセキュリティゾーンの既定のセキュリティレベルは[中]と設定されており、未署名のActiveXコントロールはダウンロードされません。一方信頼済みサイトセキュリティゾーンの既定のセキュリティレベルは[低]に設定されており、未署名のActiveXコントロールもダウンロードすることができます。問題中のエラーメッセージから、このサイトからActiveXコントロールをダウンロードできないために表示に失敗していることがわかりますので、このサイトを信頼済みサイトに追加すると、このサイト上の全てのアクティブコンテンツが実行できるようになり、ページをすべて表示できるようになります。

解答:　 B www.kaisha.comを制限付きサイトセキュリティゾーンに追加し､このゾーンのアクティブスクリプトを無効にする。

解説:インターネット中にブラウザで見ている際に､ポップアップで新しいウィンドウにインターネット広告がでる場合があります。　このポップアップウィンドウがコンピュータ上で開かないようにする一般的な方法は､Internet Explorerで[アクティブスクリプト]を無効にすることです。特定のWebサイトに対して[アクティブスクリプト]を無効にするには､そのサイトを[制限付きサイト]ゾーンに追加して､[アクティブスクリプト]とその他のコンテンツを[制限付きサイト]ゾーンに対して無効にします。これによって、ほとんどのポップアップが開かなくなります。　また､これは[制限付きサイト]ゾーンに追加したサイトのみに有効であるため､他のインターネットサイトの表示に影響することはありません。Cookieやセキュリティゾーンを変更するだけでは問題は解決しません。
解答:　A プライバシー設定を[高]に設定する。

解説:　Cookieは､Webサイトを閲覧した場合に作成されるテキストファイルで､そのWebサイトにアクセスするコンピュータに格納されます。 この問題ではP3P(Platform for Privacy Preferences) プライバシーポリシーを持たないWebサイトを閲覧した場合に、Cookieがクライアントコンピュータに保存されないようにする必要があります。

[インターネットオプション]の[プライバシー]タブ上にあるプライバシーレベルを[高]に設定すると、プライバシーポリシーを持たないWebサイトを閲覧した場合、Cookieが保存されないようにすることができます。

解答:　B  EメールにExchangeクライアントとしてアクセスするように､ユーザーのコンピュータを設定する。

解説:　この問題の場合、Outlook Web Accessでは予定表､仕事､連絡先が利用可能であること、Outlookでメールの送受信は行えることから、Outlookを単にPOP3およびIMAP4システムとして利用しているものと考えられます。

POP3およびIMAP4システムは､サーバーにある電子メールを取得するだけで､予定表､仕事､連絡先、およびパブリックフォルダはサポートしていません。予定表､仕事､連絡先などのExchange Server独自の機能を使用する場合は､OutlookをExchangeクライアントとして設定する必要があります。この問題の場合、.ostファイルや.pstファイルは関係ありません。
解答:　C このコンピュータ上にこのユーザーのための新しいアカウントを作成し､この新しいアカウントを使用してログオンするように､ユーザーに指示する。

解説:　Officeアプリケーションのカスタム設定情報はユーザーアカウントごとに保持されます。ユーザーのために新しいアカウントを作成することで､このユーザーは既定の設定でOfficeアプリケーションを使用できるようになります。
なお､［アプリケーションの自動修復］を利用することで､ユーザー設定を破棄することも可能ですが､すべてのOfficeファイルのエラーを検出して修正するという処理を行うため、正解選択肢よりも多くの時間を必要とするため、問題文の｢出来るだけ早<｣という要件を満たすことができません。
解答:　A コンピュータがWindows XP Professional で起動しているときにこのアプリケーションをインストールするように､管理者に指示する。

解説:この問題では、１台のコンピュータ上に2つのオペレーティングシステム（OS）がデュアルブート構成でインストールされ、コンピュータ起動時にいずれかのOSを選択して起動することになりますが、これらは別々のOSですので､アプリケーションはもちろんそれぞれ別々にインストールを行なう必要があります。この問題ではアプリケーションがWindows XP Professional で起動した際に利用できないと言っていますので､コンピュータをWindows XP Professional で起動し､単にそのアプリケーションをインストールすればよい、ということになります。　
解答:　 A  All Users オプションを使用してApp1を再インストールする。

解説:一部のアプリケーションはインストール時に､そのソフトにインストールしたユーザーだけが利用可能とするのか､すべてのユーザ（All Users）で利用可能とするのかを尋ねて来ます。最初にインストールしたユーザーのみ利用可能として設定した場合､インストールしたユーザーのプログラムメニュー内にのみアプリケーションが利用可能となります。この問題では、App1をインストールしたユーザーだけがこのアプリケーションを実行できていることから、最初にインストールしたユーザーのみ利用可能としたものと考えられます。
解答:　 B ファイルを右クリックし､[送る]オプションを使用する。

解説:ファイルやフォルダをすばやく別の場所に送るには､ファイルまたはフォルダをクリックします(複数のファイルを選択するには､Ctrlキーを押しながら)。次に右クリックし、[送る]をポイントし､送り先（この問題では､ＣＤ-ＲＷデバイス)をクリックします。
解答: A [不在時のアシスタント]を有効にする。

解説:Microsoft Outlookの提供する[不在時のアシスタント]機能を使用することで､ユーザーの休暇中に自動返信するメッセージを設定することができます。　手順は､以下の通りです。
・[ツール]メニューの[不在時のアシスタント]をクリックします。

([不在時のアシスタント]コマンドがメニューに表示されるのは､Exchange Server の電子メールアカウントを使用している場合のみ)
･[不在]をクリックします。

･[送信者に１度だけ自動返信する文字列]ボックスに、自動的に送信する返信の内容を入力します。必要に応じて、受信メールを処理するためのルールを作成します。

解答:　 D オプションダイアログを開き､ユーザー辞書を作成する。Wordに書かれた単語を右クリックし、｢辞書に追加｣を選択する。

解説:Wordの辞書に存在しない単語を処理する方法に関する問題です。　メイン辞書に登録されていない単語が､スペルチェック時に誤りとして検出されないようにするには､ユーザー辞書(ユーザー辞書：標準の辞書にない単語をユーザーが登録したもの。登録後､その単語はスペルチェックで正しいものとして扱われます)を使用します。
ユーザー辞書を作成するには、以下を行います。
1.[ツール]メニューの[オプション]をクリックし､[スペルチェックと文章校正]タブをクリックします。

2.[ユーザー辞書]をクリックします。

3.[新規作成]をクリックします。

4.[ファイル名]ボックスに､ユーザー辞書の名前を入力します。

5.[保存]をクリックします。

6.[辞書一覧]ボックスで新しいユーザー辞書を選択します。

7.ユーザー辞書を有効にします。

ユーザー辞書への単語の登録は､Wordに書かれた単語を右クリックし[辞書に追加]メニューより行うことができます。

解答:　 D ビデオアダプタのアクセラレータをより低い設定にする。

解説:　Microsoft Word 文書に含まれる図やオブジェクトが表示されないことがあります。これは図、グラフィックスイメージ､オートシェイプなどのオブジェクトで発生する現象で､ビデオドライバまたはWindowsの画面の設定に問題がある場合などに発生します。これを回避するためには､以下のような対策を行います。

･現在のディスプレイドライバを使用して､解像度や色の深さを下げます。ドライバがHigh ColorまたはTrue Color に設定されている場合は､256色に変更します。一次の手順に従って､ハードウェアアクセラレータの設定を変更します。

1.[スタート]ボタンをクリックし､[設定]をポイントし､[コントロールパネル]をクリックします。

2.[画面]アイコンをダブルクリックします。

3.[設定]タブをクリックし､[詳細設定]をクリックします。

4.[トラブルシューティング]タブをクリックします。

5.スライダを左に動かしてハードウェアアクセラレータの値を減らし、[ＯＫ]をクリックします。

6.コンピュータを再起動するかどうかを確認するメッセージが表示されたら､[はい]をクリックします。

解答:　 B  コンパチブルモードでアプリケーションを動作させるために､アプリケーションの実行ファイルのプロパティを変更するようユーザーに指示する。

解説:旧バージョンのWindowsで動作したアプリケーションは､さまざまな理由でWindows XP 上では正し<動作しない可能性があります。たとえば個人フォルダや一時フォルダに置かれるユーザー情報が､旧バージョンのWindowsでは特定の場所にあることや特定の形式であることを要求している場合などがあります。

これを解決するためには､コンパチブルモードによってアプリケーションを実行する必要があります。

解答:　 A レジストリを変更する

解説:[コントロールパネル]は､システム環境の設定や変更を行うためのダイアログボックスを集中管理しています。[コントロールパネル]に表示されるアイコンは､コントロールパネルアプリケーションと呼ばれるDLL(Ｄynamic Link Library)を起動します。
コントロールパネルアプリケーションのカテゴリを指定するためには､予めカテゴリを指定してインストールするか、もしくはインストールした後にアプリケーションのカテゴリを変更するには、レジストリを変更する必要があります。

解答:　 C 研究部門のアプリケーションをユーザーのコンピュータにインストールする

解説:Active Directoryが提供するグループポリシーを利用することによって､アプリケーションの自動配布を行うことができます。しかし､研究部門のアプリケーションは手動で運用管理されているため､ユーザーのコンピュータには研究部門のアプリケーションがインストールされません。従って､ユーザーが自らアプリケーションをインストールする必要があります。

解答:　 D インストール時に表示されるプロンプトで､CD-ROMへのパスを選択する。

解説:問題文でユーザーは新しいハードウェアを追加したとあります。そのため､ユーザーのコンピュータのCD-ROMを利用するドライブは変更されている可能性が考えられます。よってWordのテンプレートをインストールするためには､インストール時に表示されるプロンプトで、新しいCD-ROMドライブのパスを指定する必要があります。

解答:　D Microsoft OfficeダウンロードセンターWebサイトからMicrosoft Visio Viewer をダウンロードし、インストールさせる。

解説:　Microsoft Visio Viewer は､Visio 5､Visio 2000、またはVisio 2002 で作成した図面をMicrosoft Internet Explorer Version 5.0 以降で表示できるようにするためのプラグインです。
このVisio Viewer を使用することで､Visioで作成・配布されたVisio図面（.vsdファイル）を、Visioがインストールされていなくても簡単に閲覧することができます。この問題では、このドキュメントを編集する必要はなく、新しいソフトウェアやライセンスを購入できないということなので、無償提供されるMicrosoft Visio Viewer をインストールすることで要件を満たすことができます。

解答: B [詳細設定]タブ上で､[インラインオートコンプリートを使用する]チェックボックスを選択する。

解説:　 [詳細設定]タブ上で[インラインオートコンプリートを使用する]を有効にすると､アドレスバーにURLを入力する場合、以前に入力した内容に基づいて残りの部分が自動的に入力されるようになります。たとえば､アドレスバーに｢http://ｗｗｗ.kaisha｣と入力すると､以前にhttp://ｗｗｗ.kaisha.comを表示したことがある場合はhttp://ｗｗｗ.kaisha.comというURLがオートコンプリート機能によって自動的に表示されます。入力した部分に一致するアドレスが複数ある場合は、↓キーで選択し､[移動]ボタンをクリックします。

解答:　 D キャラクターを右クリックし、コンテキストメニューから[オプション]を選択する。[Officeアシスタントの使用]チェックボックスをクリアする。

解説:　Officeアシスタントを終了するには、以下の操作を行います。

・[アシスタント]のアイコンを右クリックし､[オプション]をクリックします。

・[Officeアシスタント]ダイアログボックスの[オプション]タブ内の[Officeアシスタントの使用]チェックボックスをオフにし､[ＯＫ]をクリックします。

ここで変更するオプションは、Office XP のすべてのプログラムのOfficeアシスタントに適用されます。
解答:　 C 正しいSMTP設定

解説:この問題では､Ourlook Express によるe-メールの受信(POP3)は行えるが､送信(SMTP)が行えないとありますので､メールを送信するには正しいSMTP設定を顧客に伝える必要があります。　
解答:　A ＩＭＡＰを使用するようにOutlook Express を設定する。

解説:　Outlook Express では､2つの接続形態を利用可能となっています。ひとつは､メールサーバー上に作られたメールボックスを､あたかもローカルのメールボックスのように扱うIMAPという形式で､もう1つは従来のようにサーバーからメールをダウンロードし､ハードディスク上に保管するPOP3という形式です。
IMAPはメールサーバ上で直接メールを管理することができます。このためメールソフトとWebメールの同期が容易です。メールソフト側の操作（メールの振り分け､削除など）もWebメールに自動で反映されます。逆にWebメールでの操作もメールソフト側に反映されます。
この問題では､自宅で読んだe-メールがオフィスからはダウンロードできないということから、POP3を利用しているものと考えられます。また、メールをどこから読んだかに関係なく､ユーザーがそれらを削除するまで､全てのメッセージがサーバー上に残されることを保証したいと述べていますので､このIMAPの機能を利用して要件を満たすことができます。　
解答:　B  Internet Explorer 内で､[ツール]メニューの[インターネットオプション]をクリックする。[詳細設定]タブ上のセキュリティセクション下で､[マイコンピュータのファイルでのアクティブコンテンツの実行を許可する]オプションを選択する。

解説:　Windows XP Service Pack ２ では､セキュリティ強化のため、ActiveXコントロールによる動作やスクリプト等のHTMLファイルにおけるプログラムの動作が制限されています。

この問題ではローカルに保存されたWebページ内のアクティブコンテンツの実行を許可したいということなので、[マイコンピュータのファイルでのアクティブコンテンツの実行を許可する](既定ではチェックはオフで)オプション設定をオンにすることで､ローカルコンピュータに収められているファイルで実行されるスクリプトやActiveXコントロールの自動実行を許可することができます。
解答:　A Excel内で､[ツール]メニューの[オプション]をクリックする。[セキュリティ]タブ上で､[マクロセキュリティ]をクリックし､マクロセキュリティレベルを低に設定する。

解説:マクロにはウィルスが含まれている恐れがあるため､実行する場合には注意が必要です。問題文のエラーメッセージからセキュリティレベルが高いことでマクロが実行できていないことが分かりますので、下げる必要があるのですが、ここではマクロセキュリティレベルを低にする必要があります。マクロセキュリティレベルが低に設定された場合､作成元または証明書のステータスにかかわらず､マクロの有効または無効を確認するメッセージが表示されたり、署名が確認されることはなくマクロは自動的に有効になります。ファイルのマクロがすべて信頼できる作成元によると確認されている場合にのみ､この設定を使用します。
解答:　 B グループポリシーエディタ内で､[コンピュータの構成\管理用テンプレート\Windowsコンポーネント\セキュリティ

センター]下の[セキュリティセンターを有効にする(ドメイン上のコンピュータのみ)]ポリシーを有効にする。

解説:このポリシー設定を有効にすると､セキュリティセンターは必要不可欠なセキュリティ設定(ファイアウォール､ウィルス保護機能､および自動更新)を監視し､ユーザーのコンピュータが危険にさらされている可能性があるときにそのことを通知します。既定では､[セキュリティセンターを有効にする(ドメイン上のコンピュータのみ)]ポリシー設定は有効にされていないため、この問題の要件を満たすには、このポリシーを有効にする必要があります。　
解答:　A 自宅コンピュータ上のWindowsファイアウォール内で､[例外]タブをクリックし､[リモートデスクトップ]を選択する。

解説:　 アクセスされる側のコンピュータでWindowsファイアウォールが有効になっている場合、リモートデスクトップでアクセスされるためには、以下の手順を実行し、Windowsファイアウォールの例外に｢リモートデスクトップ｣を登録して、ファイアウォールで拒否されないようにします。

1.コントロールパネルを開く
2.[ネットワークとインターネット接続]をクリック

3.[Windowsファイアウォール]をクリック

4.[例外]タブをクリックし、｢リモートデスクトップ｣のチェックボックスをオン

5. [OK]をクリックして[Windowsファイアウォール]ダイアログボックスを閉じる
解答:　B Microsoft Internet Explorer 内で､[ツール]メニューの[インターネットオプション]をクリックする。[接続]タブ上で､適切なダイヤルアップ接続をダブルクリックし、ユーザー名とパスワードを入力する。

解説: ダイヤルアップ接続を使用してインターネットにアクセスする際､毎回ユーザー名とパスワードを入力しないようにするためには、[インターネットオプション]内の[接続]タブ上にあるダイヤルアップ接続の設定を開き、[ダイヤルアップの設定]セクション下で接続の際に使用するユーザー名、パスワード、ドメインを指定します。この設定を行うことでこの問題の要件を満たすことができます。　
解答:　D セキュリティセンター内で､Windowsファイアウォールをクリックする。[例外]タブ上で､[プログラム及びサービス]下の[Windows Messenger]を選択する。

解説:　SP２を適用すると､WindowsファイアウォールにWindows Messengerのファイル転送ブロック機能が追加されます。この機能は、拡張子｢.zip｣｢.pdf｣｢.xlｓ｣といったアプリケーション用のファイルが送られてきた場合は開く前に本当に開いてよいかの確認プロンプトが表示され､ユーザに注意を促します。また、拡張子｢.ｅｘｅ｣をはじめとする実行形式のファイルなど危険と判断されたファイルの場合はブロックされます。
この問題では､　SP２を適用後に、ユーザーがWindows Messengerを使用してファイルを受け取ることができなくなったということなので、実行形式のファイルを受け取ろうとしていることが考えられます。 これを受け取れるようにするには、Windowsファイアウォール内の[例外]タブ上で､[Windows Messenger]を選択します。
解答:　A ユーザーの自宅コンピュータ上のセキュリティセンター内で､Windowsファイアウォールをクリックする。[例外]タブ上で､リモートデスクトップを選択する。

解説:　 アクセスされる側のコンピュータでWindowsファイアウォールが有効になっている場合、リモートデスクトップでアクセスされるためには、Windowsファイアウォールの例外に｢リモートデスクトップ｣を登録して、ファイアウォールで拒否されないようにします。
Windowsファイアウォールはデフォルトで有効になっているので、特に無効にしていなければ、有効に設定する必要はありません。外部脅威からのセキュリティを確保する必要があるため、Windowsファイアウォールを無効にするべきではありません。
解答:　A Microsoft Internet Explorer 内で､[ツール]メニュー内の[インターネットオプション]をクリックする。[プライバシー]タブ上で､[ポップアップブロック]セクション内の[設定]をクリックし、会社のWebサイトを許可されたサイト一覧に追加する。

解説: このユーザーは､最近2週間、通知を受け取っていないということなので、ポップアップがブロックされているものと考えられます。[ポップアップブロックの設定]ダイアログの許可されたサイト一覧にサイトを追加することで､特定のWebサイトのポップアップを許可することができます。
解答:　B 更新されたアンチウィルス署名をインストールし､ウィルススキャンを行う。

解説:　Msblast.exeがサービスとして実行されているということから、このコンピュータはBlaster(MSBlaster)ワームに感染していると考えられます。 Blasterワームに感染したコンピュータはCPU使用率が100％に近い状態になってしまいます。これを復旧するには､使用しているウィルス対策ソフトウェアの最新のウィルス定義ファイル（アンチウィルス署名）をダウンロードして､スキャンと駆除を行う必要があります。これによりウィルスが駆除されれば、CPU使用率は通常の数値に戻るものと考えられます。　
解答:　B セキュリティセンター内で､ウィルス対策が監視されていることを確認し､アンチウィルスアプリケーションを実行する。

解説:ユーザがメールを送信していないのに送信した旨の自動応答メッセージを受信していることから、コンピュータがウィルスに感染していると考えられます。そのためセキュリティセンター内のウィルス対策の監視を有効にし､アンチウィルスアプリケーションを実行して、ウィルスの駆除を行う必要があります。

セキュリティセンターは､コンピュータでファイアウォールまたはウィルス対策ソフトウェアを使用しているかどうかを検出でき、ウィルス対策ソフトウェアの監視を有効にすると、ウィルス対策ソフトウェアが使用状況､及びその状態をレポートすることができるため、この問題のような現象を未然に防ぐためには、行うべき設定ということになります。
解答:　A  Outlook Expressオプションを開き､[セキュリティ]タブ上で､[ウィルスの可能性がある添付ファイルを保存した

り開いたりしない]オプションをクリアする。

解説:[ウイルスの可能性のある添付ファイルを保存したり開いたりしない]オプションを有効にした状態だと、ウイルスの可能性のある添付ファイル(.exeファイルなど)が送られてきたときは「次の添付ファイルは安全でないため､メールからのアクセスが削除されました:～.exe」のように表示され､その添付ファイルは保存したり、開くことができません。
この問題では､実効可能ファイルを添付ファイルとして受け取る必要があるといっていますので､Outlook Express の[ウイルスの可能性のある添付ファイルを保存したり開いたりしない]オプションのチェックをクリアする必要があります。
解答:　D 彼らのコンピュータ上でgpresultコマンドを実行する。

解説:グループポリシー結果（gpresult.exe）コマンドラインツールは､特定のユーザーまたはコンピュータに対して有効なポリシー設定を確認するためのツールです。
この問題では他のリサーチ部門内のユーザーたちが問題な<テストアプリケーションを実行できていることから、管理者が設定した新しいセキュリティテンプレートに問題があると考えられます。　gpresultツールを使用して、問題の発生しているコンピュータに対して有効なポリシー設定を確認することで､問題の究明を行うことができます。
解答:　B Windowsファイアウォールを開き､詳細設定タブ上のICMPセクション下で､[設定]をクリックし､[エコー要求の着信を許可する]を選択する。

解説:接続に関する問題をトラブルシュートする場合は､接続したいコンピュータのアドレスをpingする方法です。
Pingは､接続対象のコンピュータにICMPエコーメッセージを送り、その応答としてICMPエコー応答メッセージを取得することで、対象のコンピュータに接続できるかを確認しています。Windowsファイアウォールは､デフォルトで着信ICMPエコーメッセ－ジを許可しません。この問題では、これによりPing応答を受け取れない状態になっていると思われます。

着信ICMPエコーメッセージを許可するようWindowsファイアウォールを構成するためには、[エコー要求の着信を許可する]設定を有効にする必要があります。　
解答:　D Windowsファイアウォールのセキュリティのログ設定内で､[ログファイルのオプション]セクション内の[サイズ制限]を10,000 KB に設定する。

解説:　この問題では､Windowsファイアウォールのログファイルサイズを10MBに設定したいと述べています。この設定を行うには、セキュリティセンターからWindowsファイアウォールを開き、[詳細設定]タブ上の[セキュリティのログ]セクション内の[設定]ボタンをクリック、[ログの設定]ダイアログボックス内、[ログファイルのオプション]セクション内の[サイズ制限]の箇所に設定します。
解答:　A セキュリティセンター内で､Windowsファイアウォールをクリックする。[詳細設定]タブ上の[ネットワーク接続の設定]セクション下でFTPサーバーを選択する。

解説:　Windowsファイアウォールの既定の設定では､FTPサーバーへのアクセスは許可されていません。これを許可するためには、Windowsファイアウォールを開き､[詳細設定]タブ上の[ネットワーク接続の設定]セクション下の[設定]をクリック、[詳細設定]ダイアログ内の[サービス]タブ上でFTPサーバーを選択します。この設定により、この問題の要件を満たすことができます。　
解答:　A ネットワーク接続内で､ワイヤレス接続アイコンをクリックする。[ネットワークタスク]下から[利用できるワイヤレスネットワークの表示]をクリックする。[優先ネットワークの順位の変更]をクリックし､経理部門のワイヤレス接続を一番上に移動する。

解説:[ワイヤレスネットワーク接続]ダイアログボックス内の[関連したタスク]の[優先ネットワークの順位の変更]をクリックすると、ワイヤレスネットワーク接続のプロパティの[ワイヤレスネットワーク]タブが表示され､優先するネットワークの順序や､そのほかの詳細設定を変更できます。この問題では､経理部門のワイヤレスネットワークを彼女の既定のワイヤレス接続にしたいと言っていますので､経理部門のワイヤレス接続を一覧の一番上に移動することで要件を満たすことができます。
解答:　D Internet Explorer の[ツール]メニュー内の[インターネットオプション]をクリックする。[セキュリティ]タブ上で､イントラネットアイコンを選択し､セキュリティレベルを低に設定する。

解説: この問題ではエラーメッセージから、Internet Explorerのセキュリティ設定内でイントラネットゾーンに対する｢ファイルのダウンロード｣が無効になっているために、Internet Explorerによってファイルダウンロードがブロックされているものと考えられます。[インターネットオプション]内の[セキュリティ]タブ上で､イントラネットアイコンを選択し､ファイルダウンロードを許可することで問題を解決できます。　
解答:　B Microsoft Office製品アップデートによって､全てのアップデートをインストールするよう指示する

解説:　 Office XP のサービスパックは､Office製品をアップデートすることによって適用することができます。Office製品アップデートはMicrosoft OfficeダウンロードのWebページから、画面の指示通りに進めれば行うことができます。
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